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全
国
開
拓
振
興
協
会
は
６

月
１１
日
、
東
京
・
赤
坂
の
三

会
堂
ビ
ル
で
第
９
回
定
時
総

会
を
開
催
し
た
。

開
会
挨
拶
で
西
谷
悟
郎
会

長
は
、
「
生
産
資
材
や
配
合

飼
料
価
格
の
高
騰
、
更
に
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
肥
育
牛
経
営
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
」と
し
て
、「
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
影
響
を
受
け
る
開
拓

肥
育
牛
農
家
の
経
営
の
維
持

と
安
定
を
図
る
た
め
に
必
要

な
予
算
を
計
上
し
、
開
拓
肥

育
牛
農
家
を
支
援
す
る
」
と

述
べ
た
。

続
い
て
、
西
谷
会
長
が
議

長
と
な
り
、議
事
に
入
っ
た
。

ま
ず
、
報
告
事
項
①
＝
２０

年
度
事
業
報
告
の
件
と
第
１

号
議
案
＝
２０
年
度
の
事
業
報

告
の
附
属
明
細
書
、
貸
借
対

照
表
、
正
味
財
産
増
減
計
算

書
等
の
承
認
の
件
は
関
連
が

あ
る
た
め
一
括
上
程
さ
れ
、

松
本
納
広
専
務
理
事
の
議
案

説
明
、
林
正
己
監
事
の
監
査

報
告
を
受
け
て
、
報
告
事
項

は
了
承
さ
れ
、
議
案
は
原
案

ど
お
り
承
認
、
決
定
し
た
。

次
に
、
報
告
事
項
②
＝
２１

年
度
事
業
計
画
及
び
２１
年
度

予
算
の
件
、
報
告
事
項
③
＝

資
金
調
達
及
び
重
要
な
設
備

投
資
の
見
込
み
の
件
、
第
２

号
議
案
＝
２１
年
度
理
事
報
酬

の
決
定
の
件
、
第
３
号
議
案

＝
２１
年
度
監
事
報
酬
の
決
定

の
件
が
一
括
上
程
さ
れ
、
報

告
事
項
は
了
承
さ
れ
、
議
案

は
原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定

し
た
。

◇

２１
年
度
事
業
計
画
で
は
、

開
拓
者
支
援
事
業
と
し
て
、

①
研
修
事
業
②
開
拓
情
報
事

業
③
開
拓
営
農
振
興
事
業
④

調
査
・
研
究
事
業
の
４
事
業

を
実
施
す
る
。

①
で
は
、
開
拓
営
農
に
取

り
組
ん
で
い
る
開
拓
者
や
開

拓
者
以
外
の
農
家
等
の
資
質

の
向
上
、
営
農
の
推
進
を
図

る
た
め
、
会
員
の
所
在
す
る

県
で
農
事
講
演
会
を
開
催
す

る
。
１０
月
に
福
岡
県
で
開
催

の
予
定
。

な
お
、
海
外
研
修
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
世
界
的
な
ま
ん

延
が
続
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
実
施
を
見
送
る
。

②
で
は
、
戦
後
開
拓
の
情

報
紙
「
開
拓
情
報
」
を
引
き

続
き
定
期
に
発
行
し
、
幅
広

い
情
報
を
提
供
す
る
。

③
で
は
、
開
拓
営
農
に
取

り
組
ん
で
い
る
開
拓
者
の
農

業
経
営
の
持
続
的
発
展
を
支

援
す
る
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
肥

育
牛
生
産
に
取
り
組
む
開
拓

農
家
の
経
営
の
維
持
と
振
興

を
図
る
た
め
、
助
成
金
を
交

付
す
る
。

④
で
は
、
開
拓
の
歴
史
、

開
拓
の
精
神
を
記
録
し
て
い

る
「
開
拓
記
念
碑
」
の
調
査

な
ど
を
引
き
続
き
実
施
す

る
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
は
６

月
１０
・
１１
日
、
畜
産
・
酪
農

政
策
実
現
運
動
を
展
開
し

た
。
１０
日
は
、
三
会
堂
ビ
ル

で
「
２２
年
度
畜
産
・
酪
農
政

策
並
び
に
予
算
要
請
打
合
わ

せ
会
議
」
を
開
催
（
写
真

㊦
）
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の

意
見
・
要
望
を
踏
ま
え
、
２２

年
度
畜
産
・
酪
農
政
策
に
関

す
る
要
請
内
容
に
つ
い
て
、

協
議
し
た
。

そ
の
後
、
連
盟
は
要
請
案

を
と
り
ま
と
め
、
同
日
開
催

の
中
央
常
任
委
員
会
で
、「
２２

年
度
畜
産
・
酪
農
政
策
並
び

に
予
算
に
関
す
る
要
請
」
を

組
織
決
定
。
翌
１１
日
、
菊
地

委
員
長
を
は
じ
め
開
拓
中
央

三
団
体
の
役
職
員
６
名
が
農

水
省
に
葉
梨
康
弘
農
林
水
産

副
大
臣
（
写
真
㊤
中
央
）
を

訪
ね
、
要
請
書
を
手
渡
し
、

政
策
対
応
を
求
め
た
。
農
業

が
盛
ん
な
茨
城
県
が
地
元
の

葉
梨
副
大
臣
は
、
「
引
き
続

き
、
牛
肉
の
消
費
・
価
格
動

向
を
注
視
し
、
適
宜
、
対
応

し
て
い
き
た
い
」
と
応
じ
る

と
と
も
に
、
今
後
の
開
拓
営

農
に
期
待
を
寄
せ
た
。

要
請
書
で
は
、
畜
産
・
酪

農
業
の
将
来
を
見
据
え
た
担

い
手
が
、
地
域
で
安
心
し
て

営
農
で
き
る
経
営
環
境
を
確

立
す
る
た
め
の
政
策
・
予
算

措
置
を
求
め
て
い
る
。
重
点

事
項
は
次
の
と
お
り
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
伴
う
関
連
対

策
の
拡
充
・
強
化

②
国
内
畜
産
・
酪
農
業
の

経
営
安
定
対
策
と
生
産
基
盤

の
拡
充
・
強
化

③
国
際
貿
易
協
定
発
効
に

伴
う
関
連
対
策
の
拡
充
・
強

化
④
補
助
事
業
の
拡
充
・
強

化
⑤
環
境
・
衛
生
対
策
等
関

連
諸
対
策
の
拡
充
・
強
化

⑥
震
災
復
興
関
連
対
策
の

拡
充
・
強
化
と
早
期
実
現

①
で
は
、
学
校
給
食
へ
の

食
材
供
給
や
海
外
輸
出
促
進

等
、
国
産
牛
肉
消
費
拡
大
措

置
の
継
続
な
ど
を
要
請
。

②
で
は
、
肉
用
牛
肥
育
経

営
安
定
交
付
金
制
度
（
牛
マ

ル
キ
ン
）
に
お
け
る
補
て
ん

率
の
引
き
上
げ
と
国
の
負
担

割
合
の
更
な
る
引
き
上
げ
を

要
請
。
肉
豚
経
営
安
定
交
付

金
制
度
（
豚
マ
ル
キ
ン
）
に

つ
い
て
は
、
牛
マ
ル
キ
ン
と

同
様
に
、
１
ヵ
月
ご
と
の
算

出
方
法
で
交
付
す
る
こ
と
を

求
め
た
。

ま
た
、
配
合
飼
料
価
格
安

定
基
金
制
度
の
円
滑
か
つ
安

定
的
な
運
用
に
必
要
な
対
策

と
予
算
措
置
を
要
請
し
た
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
の
第

７６
回
通
常
総
会
が
６
月
１１

日
、
三
会
堂
ビ
ル
で
開
催
さ

れ
た
。

開
会
挨
拶
で
菊
地
文
夫
委

員
長
は
、
「
国
内
農
畜
産
業

は
、
慢
性
的
生
産
資
材
の
高

騰
等
、
依
然
と
し
て
経
営
不

安
は
払
拭
さ
れ
ず
、
不
透
明

感
を
増
し
て
い
る
」と
し
て
、

「
我
々
全
国
の
開
拓
者
が
、

そ
の
土
地
に
根
ざ
し
た
健
全

な
農
業
経
営
の
確
立
と
地
域

の
活
性
化
を
推
進
す
る
た

め
、
共
に
闘
お
う
」
と
呼
び

か
け
た
。

続
い
て
、
菊
地
委
員
長
が

議
長
と
な
り
、
議
事
録
署
名

人
に
は
、
三
瓶
開
拓
酪
農
農

業
協
同
組
合
の
西
谷
悟
郎
代

表
理
事
組
合
長
、
全
国
開
拓

農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
村

上
進
代
表
理
事
専
務
の
両
氏

を
選
任
し
て
、
議
事
に
入
っ

た
。ま

ず
、
第
１
号
議
案
＝
２０

年
度
運
動
報
告
及
び
決
算
承

認
に
つ
い
て
―
が
上
程
さ

れ
、
小
原
澤
悦
雄
事
務
局
長

に
よ
る
議
案
説
明
、
監
査
報

告
の
代
読
を
受
け
て
、
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

次
に
、
第
２
号
議
案
＝
２１

年
度
運
動
方
針
に
つ
い
て
、

第
３
号
議
案
＝
２１
年
度
収
支

予
算
に
つ
い
て
、
第
４
号
議

案
＝
２１
年
度
役
員
報
酬
の
決

定
に
つ
い
て
、
第
５
号
議
案

＝
２１
年
度
会
費
の
額
及
び
徴

収
方
法
決
定
に
つ
い
て
―
が

一
括
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
の

議
案
も
原
案
ど
お
り
決
定
し

た
。そ

の
後
、
西
谷
組
合
長
の

朗
読
に
よ
る
「
全
日
本
開
拓

者
連
盟
は
、
専
業
農
家
集
団

で
あ
る
開
拓
農
家
の
代
表
と

し
て
、
国
民
が
安
全
で
豊
か

な
食
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
、
次
代
を
担
う
若
者
が
夢

を
実
現
で
き
る
農
業
を
構
築

す
る
た
め
、
運
動
を
展
開
す

る
」
と
し
た
宣
言
案
を
採
択

し
、
閉
会
し
た
。

◇

２１
年
度
運
動
の
基
本
方
針

と
し
て
、
引
き
続
き
国
内
農

畜
産
業
を
守
る
こ
と
を
基
本

に
、
「
開
拓
営
農
の
持
続
的

発
展
」
と
「
畜
産
及
び
酪
農

経
営
の
安
定
」
を
念
頭
に
、

農
政
運
動
を
展
開
す
る
。

基
本
方
針
に
即
し
、
①
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
伴
う
早
期
終
息
と
対

策
、
②
畜
産
・
酪
農
経
営
安

定
対
策
及
び
生
産
基
盤
の
拡

充
・
強
化
、
③
国
際
貿
易
協

定
発
効
に
係
る
関
連
対
策
の

拡
充
、
④
牛
肉
・
豚
肉
・
牛

乳
乳
製
品
等
国
産
畜
産
物
消

費
拡
大
の
推
進
、
⑤
震
災
・

災
害
・
原
発
事
故
対
策
と
経

営
再
建
、
⑥
担
い
手
対
策
の

強
化
に
よ
る
家
族
型
農
業
経

営
の
継
続
・
発
展
と
環
境
改

善
―
を
重
点
目
標
と
す
る
。

農
水
省
は
５
月
２７
日
、
各

都
道
府
県
の
２１
年
産
主
食
用

米
、
戦
略
作
物
等
の
作
付
け

意
向
に
つ
い
て
、
第
２
回
中

間
的
取
組
状
況
（
２１
年
４
月

末
時
点
）
を
発
表
し
た
。
主

食
用
米
の
作
付
け
意
向
で
、

２０
年
産
実
績
（
面
積
）
に
比

べ
て
「
減
少
傾
向
」
と
し
た

の
は
３８
都
道
府
県
に
増
え

た
。
た
だ
、
主
食
用
米
の
需

給
と
価
格
の
安
定
の
た
め
に

は
、
さ
ら
な
る
作
付
け
転
換

（
転
作
）
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。

第
１
回
中
間
的
取
組
状
況

（
１
月
末
時
点
）
と
比
べ
る

と
、
「
減
少
傾
向
」
が
１９
府

県
か
ら
倍
増
し
た
。
「
前
年

並
み
傾
向
」
は
２８
都
道
府
県

か
ら
９
県
へ
と
減
り
、
「
増

加
傾
向
」
は
前
回
同
様
な
か

っ
た
。
減
少
傾
向
と
し
た
都

道
府
県
の
う
ち
、
「
１
〜
３

％
程
度
減
少
傾
向
」
は
２８
都

府
県
、
「
３
〜
５
％
程
度
減

少
傾
向
」は
８
道
府
県
、「
５

％
超
の
減
少
傾
向
」は
２
県
。

主
食
用
米
の
需
要
量
が
減

少
傾
向
に
あ
る
中
、
２１
年
産

は
過
去
最
大
規
模
（
６
・
７

万
㌶
）
の
減
産
、
転
作
の
拡

大
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
結
果
を
基
に
全

国
の
作
付
面
積
を
試
算
す
る

と
、
２０
年
産
に
比
べ
約
３
・

７
万
㌶
減
る
見
込
み
。
６
・

７
万
㌶
の
５
割
強
に
相
当
す

る
が
、
さ
ら
に
３
万
㌶
の
作

付
け
転
換
の
推
進
が
必
要
な

状
況
で
あ
る
。

一
方
、
戦
略
作
物
で
は
、

加
工
用
米
で
２２
道
府
県
、
新

市
場
開
拓
用
米
（
輸
出
用
米

等
）
で
１７
道
府
県
、
飼
料
用

米
で
３８
道
府
県
が
前
年
よ
り

「
増
加
傾
向
」
と
見
込
ん
で

い
る
。
ま
た
、
備
蓄
米
の
増

加
傾
向
は
１１
県
と
な
っ
て
い

る
。同

省
は
、
過
去
最
大
規
模

の
作
付
け
転
換
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
「
よ
り
一
層
の

取
り
組
み
が
重
要
」
と
強
調

し
て
い
る
。

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

第
９
回
定
時
総
会
開
催

第
９
回
定
時
総
会
開
催

振興協会

２１
年
度

開
拓
者
支
援
事
業
を
実
施

２１
年
度
運
動
方
針
を
決
定
連
盟
第
７６
回

通
常
総
会

開
拓
営
農
の
持
続
的
発
展
念
頭
に

２１年産米の
作付け意向

３８
都
道
府
県
が「
減
少
傾
向
」

経営安定対策の拡充・強化を

３.７
万
㌶
減
、さ
ら
に
３
万
㌶
転
換
必
要

２２年度畜酪政策で要請連
盟

・「食料・農業 知っておきたい話」－９８－（２面）
・「みどりの食料システム戦略」策定 （３面）
・マスク着脱こまめに農作業を （４面）
・越冬ハクサイの頭部結束機開発 （５面）
・無理な助産避け自然分娩を （６面）
・換気扇などで風通し良く （７面）
・畜産物需給見通し （８面）
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我
が
国
の
農
業
、
畜
産
を

取
り
巻
く
情
勢
に
つ
き
ま
し

て
は
、
日
米
貿
易
協
定
や
日

Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携

協
定
）
、
日
英
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
の

発
効
な
ど
、
農
業
の
国
際
化

が
一
段
と
進
展
し
、
国
内
農

業
へ
の
更
な
る
影
響
も
懸
念

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
国
内
で
は
、
生
産

資
材
や
配
合
飼
料
価
格
の
高

騰
、
更
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
牛

枝
肉
価
格
は
一
時
の
底
は
脱

し
た
も
の
の
、
今
後
の
内
外

需
要
に
不
透
明
感
も
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
肥
育
牛
経
営

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ

て
、
中
山
間
地
域
な
ど
の
厳

し
い
立
地
条
件
の
下
で
畜
産

・
酪
農
、
高
冷
地
野
菜
、
果

樹
等
の
分
野
で
意
欲
的
に
営

農
に
取
り
組
ん
で
い
る
開
拓

農
家
の
経
営
の
発
展
と
交
流

を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

開
拓
営
農
の
持
続
的
発
展
を

図
り
、
国
民
に
安
心
・
安
全

な
食
料
を
安
定
的
に
供
給
し

て
い
く
こ
と
が
益
々
重
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、組
織
の
運
営
の
簡
素
化
、

合
理
化
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
事
業
の
実
施
状
況
や
成
果

を
踏
ま
え
事
業
内
容
の
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、
開
拓

営
農
振
興
事
業
な
ど
の
会

員
、
開
拓
農
家
の
た
め
の
事

業
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
開
拓
営
農
の
持
続

的
な
発
展
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
年
度
も
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
影
響
を
受
け
る
開
拓
肥
育

牛
農
家
の
経
営
の
維
持
と
安

定
を
図
る
た
め
に
必
要
な
予

算
を
計
上
し
、
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

本
日
の
総
会
に
上
程
し
て

お
り
ま
す
議
案
は
、
い
ず
れ

も
当
協
会
の
運
営
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
案
件
で
あ
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
審

議
の
上
ご
承
認
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

日
本
経
済
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
り
急
激
に
低
迷

し
、
畜
産
情
勢
も
厳
し
さ
を

増
す
ば
か
り
で
す
。さ
ら
に
、

国
際
貿
易
協
定
が
発
効
さ
れ

た
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
加
え
日
本
の
農
業
に
重

大
な
影
響
を
も
た
ら
す
も
の

と
、
強
い
危
機
感
を
抱
い
て

お
り
ま
す
。
今
後
国
内
農
畜

産
業
を
本
当
に
守
れ
る
の
か

極
め
て
重
大
な
局
面
に
立
た

さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
農
畜
産
業
は
、
慢
性

的
生
産
資
材
の
高
騰
等
、
依

然
と
し
て
経
営
不
安
は
払
拭

さ
れ
ず
、
不
透
明
感
を
増
し

て
お
り
ま
す
。

国
内
農
畜
産
業
の
再
生
産

可
能
な
持
続
的
経
営
安
定
に

向
け
、
組
織
を
あ
げ
て
こ
の

問
題
に
取
り
組
ん
で
行
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
連
盟
は
、
再
生
産
可
能

な
生
産
基
盤
の
拡
充
を
求

め
、
国
に
対
し
更
な
る
対
応

を
要
請
し
、
こ
れ
か
ら
の
営

農
が
確
実
に
継
続
で
き
る
よ

う
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

我
々
全
国
の
開
拓
者
が
、

そ
の
土
地
に
根
ざ
し
た
健
全

な
農
業
経
営
の
確
立
と
地
域

の
活
性
化
を
推
進
す
る
た

め
、
共
に
闘
お
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

さ
て
、
本
日
の
総
会
の
議

案
は
、
第
１
号
議
案
か
ら
第

５
号
議
案
で
あ
り
ま
す
。
我

が
国
農
業
を
巡
る
諸
情
勢
と

諸
問
題
を
分
析
・
検
討
し
、

令
和
３
年
度
の
運
動
方
針
を

提
案
し
ま
す
。

皆
様
の
絶
大
な
る
ご
協
力

で
円
滑
な
総
会
運
営
が
で
き

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
る
と
同
時
に
、
提
案
し
た

運
動
方
針
の
実
現
に
向
け
、

開
拓
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
頂
き
ま
す
よ

う
、
節
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
５
月
２８
日
、

２１
年
度
の
生
乳
・
牛
乳
乳
製

品
の
需
給
に
つ
い
て
、
２
回

目
の
見
通
し
を
発
表
し
た
。

全
国
の
生
乳
生
産
量
は
前
年

度
比
１
・
２
％
増
の
７
５
２

万
４
千
㌧
と
、
３
年
連
続
の

増
産
を
予
測
し
て
い
る
。
前

回
（
１
月
）
の
０
・
９
％
増

の
見
通
し
か
ら
、
０
・
３
㌽

上
方
修
正
し
た
。

地
域
別
で
は
、
北
海
道
は

２
・
１
％
増
の
４
２
４
万
７

千
㌧
、
都
府
県
は
前
年
度
並

み
（
０
・
１
％
増
）
の
３
２

７
万
７
千
㌧
と
予
測
。
北
海

道
の
増
加
幅
は
前
回
と
同
じ

だ
が
、
都
府
県
は
０
・
７
㌽

上
方
修
正
し
た
。

牛
乳
等
の
生
産
量
の
見
通

し
は
、
牛
乳
類
（
牛
乳
、
加

工
乳
、
成
分
調
整
牛
乳
、
乳

飲
料
）
が
０
・
２
％
減
の
４

６
６
万
８
千
㌔
㍑
、
は
っ
酵

乳
は
１
・
２
％
減
の
１
０
４

万
㌔
㍑
と
予
測
。

牛
乳
は
０
・
３
％
減
の
３

１
８
万
４
千
㌔
㍑
の
見
通

し
。
「
業
務
用
」
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
で
大
き
く
低
迷
し
た

前
年
度
か
ら
若
干
回
復
す
る

見
込
み
。
「
業
務
用
以
外
」

は
巣
ご
も
り
需
要
（
家
庭
内

需
要
）
な
ど
で
好
調
に
推
移

し
た
前
年
度
を
下
回
っ
て
推

移
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

用
途
別
処
理
量
の
見
通
し

は
、
飲
用
等
向
け
が
０
・
４

％
減
の
４
０
６
万
８
千
㌧
、

乳
製
品
向
け
は
３
・
３
％
増

の
３
４
１
万
１
千
㌧
。
乳
製

品
の
う
ち
、
脱
脂
粉
乳
・
バ

タ
ー
等
向
け
は
、
３
・
５
％

増
の
１
７
５
万
５
千
㌧
と
、

処
理
量
が
大
き
く
増
加
し
た

前
年
度
を
さ
ら
に
上
回
る
見

通
し
。

都
府
県
の
生
乳
需
給
に
つ

い
て
は
、
生
乳
供
給
量
は
前

年
度
並
み
、
飲
用
等
向
け
需

要
は
０
・
５
％
減
の
見
込
み
。

そ
の
結
果
、
北
海
道
か
ら
都

府
県
へ
の
移
入
必
要
量
（
道

外
移
出
量
）
は
、
３
・
１
％

減
の
５２
万
６
千
㌧
と
前
年
度

を
下
回
る
見
通
し
。
前
回
の

見
通
し
で
は
、
７
年
連
続
で

前
年
度
を
上
回
る
と
見
込
ん

で
い
た
。

だ
が
、
２０
年
度
の
乳
用
雌

牛
の
出
生
頭
数
は
、
北
海
道

が
前
年
度
比
１
・
０
％
減
、

都
府
県
は
３
・
０
％
減
、
全

国
で
は
１
・
６
％
減
と
減
っ

た
。
今
後
の
生
乳
生
産
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
、
都
府
県
の

生
乳
生
産
量
が
今
後
再
び
減

少
に
転
じ
る
可
能
性
が
高
い

と
し
て
、
「
中
長
期
的
な
生

産
基
盤
の
維
持
・
強
化
へ
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
」
と
強
調

し
て
い
る
。

こ
こ
に
一
つ
の
興
味
深
い

比
較
デ
ー
タ
が
あ
る
。
放
牧

を
中
心
と
し
た
北
海
道
・
根

釧
地
域
の
マ
イ
ペ
ー
ス
酪
農

家
と
農
協
平
均
の
経
営
収
支

の
比
較
で
あ
る
。一
般
に
は
、

マ
イ
ペ
ー
ス
酪
農
で
は
総
所

得
が
低
い
（
１
頭
当
た
り
所

得
が
大
き
く
て
も
規
模
が
小

さ
い
か
ら
）
と
思
っ
て
い
る

人
が
多
い
と
推
察
す
る
が
、

ど
う
だ
ろ
う
か
。

頭
数
半
分
で
も
資
金
返

済
後
の
総
所
得
は
同
じ

ま
ず
、
経
産
牛
頭
数
に
つ

い
て
は
、
マ
イ
ペ
ー
ス
酪
農

が
４３
頭
と
少
な
い
の
に
対
し

て
、
農
協
平
均
は
８７
頭
で
、

両
者
に
は
、
２
倍
の
開
き
が

あ
る
（
表
）
。
確
か
に
規
模

は
小
さ
い
。
そ
の
た
め
、
農

業
収
入
合
計
で
は
、
マ
イ
ペ

ー
ス
酪
農
の
約
４
０
０
０
万

円
に
対
し
て
、
農
協
平
均
は

２
倍
以
上
の
９
０
０
０
万
円

強
と
大
き
な
差
が
あ
る
。

し
か
し
一
方
、
購
入
飼
料

や
購
入
肥
料
な
ど
を
抑
え

て
、
放
牧
に
よ
っ
て
生
態
系

の
力
を
最
大
限
に
活
用
し
た

循
環
型
の
マ
イ
ペ
ー
ス
酪
農

は
、
支
出
が
約
１
９
０
０
万

円
で
、
農
協
平
均
の
約
６
８

０
０
万
円
の
１
／
３
以
下
で

あ
る
。
そ
の
結
果
、
農
業
所

得
は
、
マ
イ
ペ
ー
ス
酪
農
の

約
２
０
０
０
万
円
に
対
し
て

農
協
平
均
が
約
２
４
０
０
万

円
で
、
大
き
な
差
が
な
く
な

り
、
さ
ら
に
、
資
金
返
済
後

の
所
得
で
は
、
約
１
８
０
０

万
円
で
、
両
者
は
ほ
ぼ
同
じ

に
並
ぶ
。

つ
ま
り
、
こ
の
デ
ー
タ
で

は
、
「
放
牧
型
酪
農
は
１
頭

当
た
り
所
得
が
大
き
く
て
も

規
模
が
小
さ
い
か
ら
総
所
得

が
上
が
ら
な
い
」
と
い
う
指

摘
は
覆
さ
れ
て
い
る
。
平
均

の
半
分
の
頭
数
で
、
牛
も
快

適
で
、
人
に
も
環
境
に
も
優

し
く
、
無
理
を
し
な
い
で
、

ほ
ぼ
同
じ
所
得
が
得
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

所
得
率
は
５０
％
で
、
通
常

の
２
倍
で
あ
る
。
１
頭
当
た

り
乳
量
は
６
７
０
０
㎏
と
や

や
少
な
い
が
、
苦
労
し
て
８

５
０
０
㎏
に
上
げ
る
の
が
生

産
性
で
は
な
い
。
「
乳
搾
り

マ
シ
ー
ン
」
の
よ
う
に
こ
き

使
わ
れ
た
ら
、
牛
は
へ
と
へ

と
に
な
っ
て
病
気
も
増
え
、

寿
命
も
縮
む
。
平
均
２
・
５

産
く
ら
い
で
処
分
さ
れ
て
し

ま
う
。
無
理
を
し
な
い
で
、

牛
も
快
適
で
長
生
き
し
て
く

れ
て
、
牛
と
の
生
活
を
楽
し

ん
だ
ほ
う
が
、
結
果
的
に
生

産
性
も
上
が
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

経
営
環
境
の
変
化
に
も

「
強
靭
」
で
、
地
球
環

境
に
も
貢
献

な
お
、
こ
う
し
た
経
営
の

強
さ
は
、
飼
料
代
の
高
騰
や

乳
価
の
下
落
時
に
も
発
揮
さ

れ
る
。
飼
料
・
肥
料
代
が
１０

％
値
上
が
り
し
た
と
仮
定
す

る
と
、
マ
イ
ペ
ー
ス
型
は
６１

万
円
の
所
得
減
と
な
る
が
、

農
協
平
均
で
は
３
０
４
万
円

の
所
得
減
と
な
り
、
資
金
返

済
後
の
所
得
は
逆
転
す
る
。

乳
価
が
１０
％
下
が
る
と
資
金

返
済
前
の
所
得
で
同
等
に
な

る
。
経
営
環
境
の
変
化
に
対

し
て「
強
靭
」な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
放
牧
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２

貯
溜
な
ど
の
地
球
環
境

へ
の
貢
献
（
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
抑
制
な
ど
）
は
社
会

全
体
の
利
益
で
あ
り
、本
来
、

社
会
が
税
金
な
り
か
ら
、
農

家
に
支
払
う
べ
き
も
の
で
あ

る
。
こ
う
い
う
要
素
も
加
味

す
る
と
、
無
理
を
し
な
い
農

業
の
優
位
性
は
さ
ら
に
大
き

く
認
識
さ
れ
る
。

飼
料
穀
物
、
肥
料
、
労
働

力
、
種
な
ど
、
生
産
要
素
の

外
部
依
存
の
危
険
性
も
コ
ロ

ナ
禍
で
再
認
識
さ
れ
た
。
こ

う
し
た
デ
ー
タ
も
参
照
し
、

無
理
を
し
な
い
農
法
に
も
一

層
着
目
し
て
、こ
う
し
た「
無

理
を
し
な
い
技
術
」
が
「
横

展
開
」
さ
れ
て
広
が
っ
て
い

く
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

自
然
の
摂
理
に
従
い
、
生

態
系
の
力
を
最
大
限
に
活
用

し
た
農
法
は
、
人
に
も
、
牛

に
も
、
環
境
に
も
優
し
く
、

持
続
性
が
高
く
、
生
産
性
も

高
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
概
念

と
も
通
ず
る
と
思
わ
れ
る
。

第９８回

バ
タ
ー
・
脱
粉
輸

入
枠
は
据
え
置
き

農
水
省
は
５
月
２８
日
、
バ

タ
ー
及
び
脱
脂
粉
乳
の
２１
年

度
輸
入
枠
数
量
の
検
証
結
果

を
発
表
し
た
。
１
月
に
設
定

し
た
輸
入
枠
数
量
は
変
更
し

な
い
。
バ
タ
ー
は
前
年
度
比

５４
％
減
の
６
４
０
０
㌧
、
脱

脂
粉
乳
は
日
米
貿
易
協
定
に

基
づ
く
７
５
０
㌧
の
み
と
す

る
。２０

年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
学
校
給
食
用
や
業
務

用
の
生
乳
需
要
が
減
少
し
、

バ
タ
ー
及
び
脱
脂
粉
乳
の
生

産
量
が
増
加
。
２１
年
４
月
末

時
点
の
在
庫
量
は
、
バ
タ
ー

が
３
万
９
２
９
３
㌧
（
前
年

同
月
差
６
８
０
０
㌧
増
）
、

脱
脂
粉
乳
は
８
万
４
３
６
９

㌧
（
同
３
８
０
０
㌧
増
）
と

な
っ
て
い
る
。

検
証
の
結
果
、
２１
年
度
各

月
末
の
バ
タ
ー
及
び
脱
脂
粉

乳
の
在
庫
量
は
、
必
要
な
在

庫
水
準
（
バ
タ
ー
は
翌
月
の

最
大
消
費
量
の
２
・
５
倍
、

脱
脂
粉
乳
は
実
需
者
の
希
望

最
大
数
量
の
５
万
㌧
）
を
満

た
す
た
め
、
輸
入
枠
数
量
は

据
え
置
く
こ
と
と
し
た
。

今
後
、
９
月
に
再
検
証
を

行
う
。

根釧マイペース型酪農家と
Ａ農協の経営比較（２０１８年度）

Ａ農協
平均
８２ha
８７頭
７３７t

７，２６６万円
１，１２７万円
７７９万円

９，１７３万円
２，７８０万円
２６２万円
５１万円

３，６６７万円
６，７６０万円
２，４１３万円
７．６０％
２６．３０％
５８７万円

１，８２６万円
３８．３０％
８，４７１㎏

飼料・肥料代が１０％値上がりした場合の所得
２，１０９万円
１，５２２万円

乳価が１０％値下がりした場合の所得
１，６８７万円
１，１００万円

出所）２０１９年次酪農交流会資料。森高哲夫氏作成。
注）乳代所得率＝（乳代－農業支出－利息）÷乳代。

クミカンを集計したもので、減価償却費は含ま
れていない。

マイペース
８戸平均

６０ha
４３頭
２８７t

２，８４５万円
８２９万円
２１３万円

３，８８８万円
５００万円
１１５万円
６万円

１，３１０万円
１，９３１万円
１，９５７万円
３２．３０％
５０．３０％
１４６万円

１，８１１万円
１７．６０％
６，６７４㎏

１，８９６万円
１，７５０万円

１，６７２万円
１，５２６万円

草 地 面 積
経 産 牛 頭 数
出 荷 乳 量
乳代（補給金含）
個 体 販 売
そ の 他 収 入
農業収入合計
購 入 飼 料 代
購 入 肥 料 代
支 払 利 息
そ の 他 支 出
農業支出合計
農 業 所 得
乳 代 所 得 率
農 業 所 得 率
資 金 返 済
資金返済後所得
乳 飼 比
１頭当たり乳量

農 業 所 得
資金返済後所得

農 業 所 得
資金返済後所得

西
谷
振
興
協
会

会
長
の
総
会
挨
拶

西
谷
振
興
協
会

会
長
の
総
会
挨
拶

「無理をしない酪農・畜産は儲からない」
というのは間違い～生態系の力を活用した農法は
人・牛・環境に優しく、持続性・生産性も高い～

東京大学教授 鈴木宣弘氏

菊
地
連
盟

委
員
長
の
総
会
挨
拶

菊
地
連
盟

委
員
長
の
総
会
挨
拶

Ｊミルクの
２１年度見通し

生
乳
生
産
量
１.２
％
増
に
上
方
修
正

北
海
道
増
産
、都
府
県
は
前
年
度
並
み
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農
水
省
は
５
月
１２
日
、「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
を
策
定
し
た
。
３
月
公

表
の
中
間
と
り
ま
と
め
を
基

に
、
数
値
目
標
の
達
成
に
向

け
た
具
体
的
な
取
り
組
み

と
、
２
０
５
０
年
ま
で
の
詳

細
な
工
程
表
を
提
示
。
農
業

の
環
境
負
荷
軽
減
や
生
産
力

向
上
、
地
球
温
暖
化
の
原
因

と
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
な
ど
を
目
指
す
。
同
戦

略
は
、
各
種
の
政
府
方
針
や

２２
年
度
予
算
要
求
な
ど
に
反

映
さ
れ
る
。

食
料
・
農
林
水
産
業
は
、

生
産
者
の
減
少
・
高
齢
化
の

進
行
に
よ
る
生
産
基
盤
の
脆

弱
化
、
気
候
変
動
に
伴
う
大

規
模
自
然
災
害
の
頻
発
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
を
契
機
と
し
た
生
産
・
消

費
の
変
化
へ
の
対
応
な
ど
厳

し
い
課
題
に
直
面
し
て
い

る
。
同
戦
略
は
、
食
料
・
農

林
水
産
業
の
生
産
力
向
上
と

持
続
性
の
両
立
を
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
（
技
術
革
新
）
で
実

現
す
る
た
め
に
策
定
さ
れ

た
。同

戦
略
で
は
、
５０
年
ま
で

に
目
指
す
姿
と
し
て
、
①
温

室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ

に
す
る
「
農
林
水
産
業
の
Ｃ

Ｏ
２

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
」

の
実
現
②
化
学
農
薬
の
使
用

量
を
リ
ス
ク
換
算
で
５０
％
低

減
③
輸
入
原
料
や
化
石
燃
料

を
原
料
と
し
た
化
学
肥
料
の

使
用
量
を
３０
％
低
減
④
耕
地

面
積
に
占
め
る
有
機
農
業
の

取
組
面
積
の
割
合
を
２５
％
、

１
０
０
万
㌶
に
拡
大
⑤
３０
年

ま
で
に
持
続
可
能
性
に
配
慮

し
た
輸
入
原
材
料
調
達
の
実

現
―
な
ど
の
目
標
を
掲
げ

た
。戦

略
の
本
文
に
、
持
続
的

な
食
料
シ
ス
テ
ム
の
構
築

は
、
「
食
料
自
給
率
の
向
上

と
食
料
安
全
保
障
の
確
立
を

確
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
」と
明
記
し
た
。

ま
た
、
３
月
の
中
間
と
り

ま
と
め
に
は
な
か
っ
た
「
国

民
理
解
の
促
進
」
を
盛
り
込

ん
だ
。
同
戦
略
の
理
念
や
目

指
す
姿
、
取
り
組
み
方
向
等

に
つ
い
て
、
国
民
へ
の
分
か

り
や
す
い
情
報
発
信
、
関
係

者
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
行

う
。各

目
標
の
達
成
に
向
け
た

技
術
の
取
り
組
み
と
、
個
々

の
技
術
の
研
究
開
発
・
実
用

化
・
社
会
実
装
に
向
け
た
工

程
表
（
５０
年
ま
で
と
、
現
在

か
ら
直
近
５
年
程
度
ま
で
の

技
術
の
工
程
表
）
が
示
さ
れ

た
。具

体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
畜
産
・
酪
農
関
係
で
は
、

環
境
負
荷
軽
減
に
向
け
て
、

▽
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）

機
器
の
活
用
や
放
牧
な
ど
を

通
じ
た
省
力
的
か
つ
効
果
的

な
飼
養
管
理
技
術
の
普
及
▽

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
個

体
管
理
に
よ
る
事
故
率
の
低

減
や
家
畜
疾
病
の
予
防
▽
迅

速
か
つ
的
確
な
診
断
方
法
の

開
発
な
ど
抗
菌
剤
に
頼
ら
な

い
畜
産
生
産
技
術
の
推
進
―

な
ど
に
取
り
組
む
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
に
向
け
て
は
、
▽
牛
の
ゲ

ッ
プ
や
家
畜
排
せ
つ
物
由
来

の
温
室
効
果
ガ
ス
（
メ
タ
ン

ガ
ス
）
を
抑
制
す
る
飼
料
の

開
発
▽
養
豚
汚
染
浄
化
処
理

由
来
Ｎ
２

Ｏ
（
一
酸
化
二
窒

素
）
を
削
減
す
る
炭
素
繊
維

リ
ア
ク
タ
ー
の
開
発
（
炭
素

繊
維
に
よ
る
浄
化
処
理
で
、

過
度
の
Ｎ
２

Ｏ
放
出
を
回
避
）

―
な
ど
を
推
進
す
る
。

農
水
省
が
５
月
２８
日
に
公

表
し
た
「
集
落
営
農
実
態
調

査
」（
２１
年
２
月
１
日
現
在
）

に
よ
る
と
、
全
国
の
集
落
営

農
数
は
４
年
連
続
で
減
少
し

た
。
一
方
、
集
落
営
農
に
占

め
る
法
人
の
割
合
は
着
実
に

上
昇
し
、
３８
・
４
％
と
な
っ

た
。調

査
は
、
全
国
の
１
７
３

７
市
区
町
村
を
対
象
に
実
施

し
た（
回
収
率
１
０
０
％
）。

集
落
営
農
数
は
１
万
４
４
９

０
で
、
前
年
に
比
べ
３
４
２

（
２
・
３
％
）
減
少
（
表
）
。

組
織
形
態
別
に
み
る
と
、
法

人
が
５
５
６
４
で
１
０
６

（
１
・
９
％
）
増
え
、
非
法

人
は
８
９
２
６
で
４
４
８

（
４
・
８
％
）
減
っ
た
。
法

人
の
割
合
は
１
・
６
㌽
上
昇

し
た
。

地
域
別
に
集
落
営
農
数
を

み
る
と
、
東
北
が
３
２
５
１

と
最
も
多
く
、
次
い
で
北
陸

２
３
１
４
、
九
州
２
２
４
３

の
順
。

法
人
は
北
陸
１
２
７
７
、

東
北
１
０
１
５
、
中
国
９
２

９
の
順
で
多
く
、
割
合
で

は
、
北
陸
５５
・
２
％
、
中
国

４４
・
０
％
、
東
海
３９
・
１
％

の
順
と
な
っ
て
い
る
。
非
法

人
は
、
東
北
が
２
２
３
６
と

最
も
多
く
、
次
い
で
九
州
１

４
４
２
、
近
畿
１
３
７
５
の

順
と
な
っ
て
い
る
。

集
落
営
農
を
構
成
す
る
農

業
集
落
数
は
２
９
９
（
１
・

０
％
）減
の
２
万
９
３
７
１
。

１
集
落
営
農
当
た
り
で
は
、

前
年
と
同
じ
２
・
０
と
な
っ

て
い
る
。
集
落
営
農
の
７２
・

７
％
が
１
農
業
集
落
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
２
農
業
集
落

以
上
の
集
落
営
農
数
割
合
は

法
人
で
高
い
。

集
落
営
農
を
構
成
す
る
農

家
数
は
１
万
１
３
８
１
戸

（
２
・
３
％
）
減
の
４７
万
９

０
８
４
戸
。
１
集
落
営
農
当

た
り
で
は
、
前
年
と
同
じ
３３

・
０
戸
と
な
っ
て
い
る
。
農

家
数
別
に
み
る
と
、
１０
〜
１９

戸
で
構
成
さ
れ
て
い
る
集
落

営
農
が
２６
・
８
％
と
最
も
多

く
、
次
い
で
９
戸
以
下
が
１９

・
８
％
、
２０
〜
２９
戸
が
１８
・

８
％
の
順
。
３０
戸
以
上
の
集

落
営
農
数
割
合
は
法
人
で
高

い
。農

地
の
現
況
集
積
面
積

（
経
営
耕
地
面
積
＋
農
作
業

受
託
面
積
）
は
、
全
体
で
５

千
㌶
（
１
・
１
％
）
減
の
４６

万
４
千
㌶
、
１
集
落
営
農
当

た
り
で
は
、
０
・
４
㌶
（
１

・
２
％
）
増
の
３２
・
１
㌶
。

法
人
は
２２
万
７
千
㌶
で
９
千

㌶
増
え
、
非
法
人
は
２３
万
７

千
㌶
で
１
万
４
千
㌶
減
っ

た
。

集
積
面
積
の
規
模
別
に
み

る
と
、
１０
㌶
未
満
の
集
落
営

農
が
２７
・
３
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で
１０
〜
２０
㌶
が
２２
・
６

％
、
２０
〜
３０
㌶
及
び
３０
〜
５０

㌶
が
１７
・
６
％
の
順
。
２０
㌶

以
上
の
集
落
営
農
数
割
合

は
、
法
人
で
高
く
な
っ
て
い

る
。集

落
営
農
に
お
け
る
具
体

的
な
活
動
内
容（
複
数
回
答
）

は
、
「
機
械
の
共
同
所
有
・

共
同
利
用
」
の
８８
・
０
％
が

最
も
多
く
、
次
い
で
「
農
産

物
等
の
生
産
・
販
売
」
７９
・

９
％
、
「
作
付
地
の
団
地
化

な
ど
、
集
落
内
の
土
地
利
用

調
整
」
５６
・
７
％
の
順
。

法
人
で
は
、
「
農
産
物
等

の
生
産
・
販
売
」
が
９９
・
１

％
と
最
も
多
く
、
次
い
で

「
機
械
の
共
同
所
有
・
共
同

利
用
」
が
９６
・
７
％
と
な
っ

て
い
る
。

注
：「
集
落
営
農
」と
は
、

集
落
を
単
位
と
し
て
、
農
業

生
産
過
程
に
お
け
る
一
部
ま

た
は
全
部
に
つ
い
て
の
共
同

化
・
統
一
化
に
関
す
る
合
意

の
下
に
実
施
さ
れ
る
営
農
を

行
う
組
織
を
い
う
。

山
形
県
は
、
長
野
県
に
次

い
で
満
州
開
拓
移
民
が
多
か

っ
た
。
そ
の
数
は
、
１
９
４

４
（
昭
和
１９
）
年
９
月
時
点

で
６
１
４
０
戸
、
１
万
７
９

５
０
人
に
達
し
た
（
「
山
形

県
開
拓
誌
」
６９
年
発
行
）
。

戦
後
、
引
揚
者
を
受
け
入

れ
る
開
拓
用
地
が
足
り
ず
、

県
外
に
も
土
地
を
求
め
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
一
方
、
４６

年
１０
月
に
施
行
さ
れ
た
「
自

作
農
創
設
特
別
措
置
法
」
に

よ
り
、
農
地
改
革
が
同
県
で

も
進
め
ら
れ
た
。

県
南
東
部
に
位
置
す
る
東

や

し
ろ

置
賜
郡
屋
代
村
（
町
村
合
併

た
か

は
た

に
よ
り
現
・
高
畠
町
北
西

部
）
で
は
、
未
墾
地
が
解
放

さ
れ
、
開
拓
事
業
が
行
わ
れ

た
。同

村
の
未
墾
地
買
収
・
売

渡
計
画
は
、
山
林
の
開
拓
に

よ
る
果
樹
園
の
拡
大
と
、
湿

原
の
開
拓
に
よ
る
稲
作
の
拡

大
と
い
う
二
つ
の
方
向
に
向

か
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
４９
年

１０
月
に
開
田
予
定
地
１３
町
１

反
歩
、
開
畑
予

定
地
４８
町
９
反

歩
の
買
収
計
画

を
も
っ
て
樹
立

さ
れ
た
。

具
体
的
な
買

収
・
売
渡
計
画

の
作
成
は
、
農

地
改
革
と
同
様
に
農
業
委
員

会
が
行
い
、
開
拓
事
業
そ
の

も
の
は
、屋
代
開
拓
農
協（
５０

年
３
月
設
立
）
が
事
業
主
体

と
な
っ
て
実
施
し
た
。
入
植

当
初
は
食
糧
増
産
が
目
的
だ

っ
た
の
で
、
雑
穀
や
イ
モ
類

の
作
付
け
が
奨
励
さ
れ
た

が
、
次
第
に
条
件
が
緩
和
さ

れ
、
果
樹
類
の
産
地
を
形
成

し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
の
高
畠
町
の
人
口
は

約
２
万
２
千
人
で
、
ブ
ド
ウ

栽
培
な
ど
、
農
業
が
盛
ん
で

あ
る
。
同
町
高
森
の
屋
代
開

拓
地
で
は
、
稲
作
や
果
樹
作

（
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
西
洋
梨
、

リ
ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
な
ど
）
が

営
ま
れ
て
い
る
。

同
開
拓
地
に
「
屋
代
開
拓

農
協
五
周
年
記
念
碑
」
が
あ

る
。
５４
年
４
月
に
建
立
さ
れ

た
も
の
で
、
碑
文
は
「
萬
古

清
風
」
。
は
る
か
昔
か
ら
清

ら
か
な
風
が
変
わ
る
こ
と
な

き

ご
う

く
吹
く
と
い
う
意
味
。
揮
毫

者
は
、
片
山
哲
（
元
）
内
閣

総
理
大
臣
。

副
碑
も
あ
り
、
銘
板
に
は

「
昭
和
２１
年
１０
月
自
作
農
創

設
特
別
措
置
法
が
施
行
さ

れ
、
昭
和
２５
年
１０
月
ま
で
の

四
ヵ
年
間
に
耕
作
農
民
が
多

年
熟
望
し
た
自
作
農
創
設
が

達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
波

瀾
曲
折
、
幾
多
の
難
関
に
逢

着
し
た
の
で
あ
る
が
、
地
主

各
位
の
深
い
理
解
と
関
係
官

民
当
事
者
の
努
力
は
既
に
実

を
結
ぶ
。
土
地
配
分
の
恩
恵

に
浴
し
た
も
の
百
二
十
戸
相

謀
り
協
同
組
合
を
結
成
し
て

開
拓
事
業
に
精
進
す
る
」
と

刻
ま
れ
て
い
る
。

人
事
異
動

全
開
連

（
５
月
３１
日
付
）

退
職
（
契
約
期
間
満
了
）

牧
野
展
也
（
管
理
部
付
・
全

国
開
拓
振
興
協
会
出
向
）

（
６
月
１
日
付
）

▽
管
理
部
付
・
全
国
開
拓

振
興
協
会
出
向
（
事
業
推
進

部
次
長
）
中
西
正
也
▽
管
理

部
参
与

兼
務

事
業
推
進

部
（
管
理
部
参
与
）
吉
川
佐

太
郎全

国
開
拓
振
興
協
会

（
６
月
１
日
付
）

▽
業
務
部
長

兼
務

総

務
部
（
全
開
連
管
理
部
付
）

中
西
正
也

６
月
後
半
か
ら
７
月
中
旬

に
か
け
て
予
定
さ
れ
て
い

る
、
開
拓
組
織
及
び
関
係
機

関
・
団
体
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

６
月

１８
日

九
州
開
拓
連
絡
協
議

会
総
会
（
人
吉
）

２０
日

松
山
開
拓
農
協
第
７３

回
通
常
総
会

２３
日

佐
賀
県
開
拓
畜
産
事

協
第
５
回
通
常
総
会

２４
日

肥
後
開
拓
農
協
第
１３

回
通
常
総
会

２５
日

ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
フ
農

協
第
２１
回
通
常
総
会

ゆ
う
き
青
森
農
協
第

１１
回
通
常
総
代
会

福
岡
県
畜
産
農
協
第

４９
回
通
常
総
会

３０
日

静
岡
県
開
拓
農
協
連

第
７３
回
通
常
総
会

開
拓
な
が
さ
き
農
協

第
１２
回
通
常
総
会

７
月

２０
日

全
開
連
理
事
会

組織形態別集落営農数（全国農業地域別）
沖縄

７

－

７

－

７

－

７

－

０

－

０

－

０．０

nc

０．０
注 : 表中の「△」は減少したものを示す。

九州

２，３２１

７８３

１，５３８

３３．７

２，２４３

８０１

１，４４２

３５．７

△７８

１８

△９６

２．０

△３．４

２．３

△６．２

四国

５６８

１９８

３７０

３４．９

５６９

２０９

３６０

３６．７

１

１１

△１０

１．８

０．２

５．６

△２．７

中国

２，１１９

９２７

１，１９２

４３．７

２，１０９

９２９

１，１８０

４４．０

△１０

２

△１２

０．３

△０．５

０．２

△１．０

近畿

２，０５２

６０９

１，４４３

２９．７

１，９９４

６１９

１，３７５

３１．０

△５８

１０

△６８

１．３

△２．８

１．６

△４．７

東海

７８２

２９５

４８７

３７．７

７５９

２９７

４６２

３９．１

△２３

２

△２５

１．４

△２．９

０．７

△５．１

関東・東山

１，０３４

３６７

６６７

３５．５

１，０２２

３７４

６４８

３６．６

△１２

７

△１９

１．１

△１．２

１．９

△２．８

北陸

２，３６８

１，２５９

１，１０９

５３．２

２，３１４

１，２７７

１，０３７

５５．２

△５４

１８

△７２

２．０

△２．３

１．４

△６．５

東北

３，３２５

９７９

２，３４６

２９．４

３，２５１

１，０１５

２，２３６

３１．２

△７４

３６

△１１０

１．８

△２．２

３．７

△４．７

北海道

２５６

４１

２１５

１６．０

２２２

４３

１７９

１９．４

△３４

２

△３６

３．４

△１３．３

４．９

△１６．７

全国

１４，８３２

５，４５８

９，３７４

３６．８

１４，４９０

５，５６４

８，９２６

３８．４

△３４２

１０６

△４４８

１．６

△２．３

１．９

△４．８

単位
集落
営農
〃

〃

％
集落
営農
〃

〃

％
集落
営農
〃

〃
ポイ
ント
％

〃

〃

区 分

計

法 人

非 法 人

法人割合

計

法 人

非 法 人

法人割合

計

法 人

非 法 人

法人割合

計

法 人

非 法 人

２
０
２
０
年

２
０
２
１
年

対
前
年
差

対
前
年
増
減
率

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」策
定

山形県高畠町・屋代開拓

農水省

生
産
力
向
上
と
持
続
性
の
両
立
目
指
す

「萬古清風」

２１
年
集
落
営
農
数
２.３
％
減

法
人
化
率
は
３８
・
４
％
に
拡
大
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農
水
省
は
４
月
２６
日
、「
農

作
業
中
の
熱
中
症
対
策
に
つ

い
て
」
を
行
政
機
関
・
関
係

団
体
に
発
出
し
た
。

農
作
業
中
の
熱
中
症
に
よ

る
死
亡
者
数
は
毎
年
２０
人
前

後
で
推
移
し
て
い
た
が
、
１９

年
は
２９
人
に
増
え
た
。
統
計

を
取
り
始
め
て
か
ら
最
も
多

か
っ
た
１８
年
の
４３
人
に
次
い

で
多
く
、
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
が
依
然
続
い
て
い
る
。

熱
中
症
に
よ
る
死
亡
事
故

は
、
日
中
の
最
高
気
温
が
３０

℃
を
超
え
る
日
が
多
い
７
〜

８
月
に
多
い
傾
向
が
あ
る

が
、
既
に
、
５
月
中
に
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で
の
死
亡
事

故
が
同
省
に
報
告
さ
れ
て
い

る
。気

温
が
３０
℃
を
超
え
な
い

日
で
あ
っ
て
も
、
体
調
の
変

化
を
感
じ
た
時
に
は
す
ぐ
に

対
応
し
、
自
分
の
身
を
守
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
。

こ
の
１０
年
間
で
２
５
１
人

が
作
業
中
の
熱
中
症
で
亡
く

な
っ
て
お
り
、
７０
代
以
上
が

約
８６
％
を
占
め
て
い
る
。
月

別
の
事
故
発
生
数
は
図
の
と

お
り
。
６
月
及
び
９
月
に
入

っ
て
か
ら
も
死
亡
事
故
は
発

生
し
て
い
る
た
め
、
十
分
に

注
意
し
て
作
業
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
と
な
る
。

な
お
、
事
故
の
発
生
場
所

は
、
田
・
普
通
畑
が
圧
倒
的

に
多
く
、
全
体
の
約
７５
％
を

占
め
て
い
る
。

●
農
作
業
中
の
注
意
点

農
作
業
中
に
行
え
る
対
策

と
し
て
、
①
日
中
の
気
温
の

高
い
時
間
帯
を
外
し
て
作
業

を
行
う
②
作
業
前
・
作
業
中

の
水
分
補
給
、
こ
ま
め
に
休

憩
を
取
る
③
熱
中
症
予
防
グ

ッ
ズ
を
活
用
す
る
④
単
独
作

業
を
避
け
る
⑤
高
温
多
湿
の

環
境
を
避
け
る
―
な
ど
の
工

夫
が
必
要
と
な
る
。

の
ど
が
乾
い
て
い
な
く
て

も
２０
分
お
き
に
休
憩
し
、
毎

回
コ
ッ
プ
２
杯
分
以
上
を
目

安
に
水
分
補
給
す
る
。
休
憩

時
は
日
陰
な
ど
涼
し
い
場
所

で
休
憩
し
、
作
業
着
を
脱
い

で
手
足
を
出
し
、
体
温
を
下

げ
る
工
夫
を
す
る
。ま
た
、足

が
つ
っ
た
り
、
筋
肉
が
ピ
ク

ピ
ク
す
る
症
状
が
み
ら
れ
た

ら
、
食
塩
水
・
ス
ポ
ー
ツ
飲

料
・
塩
分
補
給
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
を
摂
取
す
る
。

予
防
グ
ッ
ズ
で
は
、
吸
汗

速
乾
素
材
の
衣
服
や
、
屋
内

で
は
送
風
機
や
ス
ポ
ッ
ト
ク

ー
ラ
ー
を
活
用
す
る
。
暑
さ

指
数
計
や
温
・
湿
度
計
を
よ

く
活
用
し
、
日
よ
け
を
設
け

る
な
ど
し
て
、
で
き
る
だ
け

日
陰
で
作
業
す
る
。
特
に
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
な
ど
は
風

通
し
が
悪
く
な
る
た
め
、
断

熱
材
を
使
用
し
た
り
風
を
通

す
工
夫
を
す
る
。

●
マ
ス
ク
の
熱
中
症
リ
ス

ク
に
要
注
意

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
流
行
は
続
い

て
い
る
。
高
温
多
湿
時
は
マ

ス
ク
の
着
用
に
よ
っ
て
熱
中

症
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
人
と
十
分
な
距

離（
少
な
く
と
も
２
㍍
以
上
）

が
確
保
で
き
る
場
合
は
、
マ

ス
ク
を
外
し
て
作
業
を
行

う
。ま

た
、
マ
ス
ク
を
着
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に

は
、
強
い
負
荷
の
か
か
る
作

業
な
ど
は
避
け
、
適
宜
マ
ス

ク
を
外
し
て
休
憩
を
取
る
。

●
異
変
が
あ
れ
ば
病
院
に

手
足
が
し
び
れ
る
、
冷
た

い
・
体
が
だ
る
い
な
ど
の
体

調
不
良
が
み
ら
れ
た
場
合

は
、
脇
の
下
や
両
側
の
首
筋

を
冷
や
す
な
ど
、
応
急
処
置

を
行
う
。
自
力
で
水
が
飲
め

な
い
な
ど
、
応
急
処
置
で
回

復
が
み
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
で
手

当
て
を
受
け
る
。

農
水
省
が
厚
労
省
・
環
境

省
な
ど
と
共
同
で
実
施
す

る
、
２１
年
度
の
農
薬
危
害
防

止
運
動
が
今
年
も
始
ま
っ
て

い
る
。
期
間
は
原
則
と
し
て

６
月
１
日
〜
８
月
３１
日
の
３

ヵ
月
間
。
農
薬
の
使
用
機
会

が
増
え
る
時
期
に
指
導
を
強

化
す
る
の
が
狙
い
。

１９
年
度
の
農
薬
の
使
用
に

伴
う
人
に
対
す
る
事
故
は
１１

件（
う
ち
死
亡
事
故
は
０
件
）

で
、
前
年
か
ら
１４
件
減
少
し

た
。
原
因
別
で
は
、
「
被
覆

が
不
十
分
で
あ
っ
た
等
、
農

薬
使
用
後
の
作
業
管
理
の
不

良
」
に
よ
る
も
の
が
全
体
の

約
半
分
を
占
め
て
い
る
。

運
動
の
テ
ー
マ
は
、
前
年

度
に
続
い
て
、
「
農
薬
は
周

り
に
配
慮
し
正
し
く
使
用
」。

周
辺
へ
の
農
薬
の
飛
散
防
止

を
徹
底
す
る
こ
と
な
ど
を
重

点
的
に
指
導
し
て
い
く
。

今
年
の
重
点
指
導
項
目

は
、
①
農
薬
ラ
ベ
ル
で
の
使

用
基
準
の
確
認
・
履
歴
の
記

帳
、
②
土
壌
く
ん
蒸
剤
を
使

用
し
た
後
の
適
切
な
管
理
、

③
住
宅
地
な
ど
で
農
薬
を
使

用
す
る
時
の
周
辺
へ
の
配
慮

・
飛
散
防
止
対
策
、
④
誤
飲

を
防
ぐ
た
め
、
カ
ギ
の
か
か

る
場
所
に
保
管
す
る
―
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。

実
施
事
項
は
、
①
広
報
誌

・
ポ
ス
タ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
の
多
様
な
広
報
手
段

を
用
い
て
、
農
薬
と
取
り
扱

い
の
知
識
の
普
及
啓
発
、
②

通
常
よ
り
も
高
濃
度
の
農
薬

を
使
用
す
る
可
能
性
が
あ
る

無
人
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー
（
農

薬
の
空
中
散
布
に
用
い
る
無

人
航
空
機
）
を
用
い
る
使
用

者
へ
の
講
習
会
参
加
な
ど

の
呼
び
か
け
、
③
有
用
生

物
や
水
質
へ
の
影
響
低
減

の
た
め
の
関
係
者
の
連

携
、
④
医
療
機
関
な
ど
に

対
し
て
、
農
薬
の
中
毒
な

ど
、
事
故
が
発
生
し
た
場

合
の
処
置
体
制
を
求
め
る

―
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
に
十
分

配
慮
し
、
講
習
会
等
や
農

薬
使
用
者
等
へ
の
指
導
に

つ
い
て
、
地
域
の
事
情
に

合
わ
せ
柔
軟
な
対
応
を
取

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

国
・
都
道
府
県
・
保
健

所
設
置
市
な
ど
が
連
携

し
、
農
業
者
や
毒
物
劇
物

取
扱
者
な
ど
の
意
見
を
採

り
入
れ
、
運
動
を
推
進
し

て
い
く
。

◇
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト

の
活
用
を

同
省
が
運
用
す
る
「
Ｍ
Ａ

Ｆ
Ｆ
ア
プ
リ
」
に
、
「
熱
中

症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
の
機
能

が
加
わ
っ
た
。
熱
中
症
と
の

相
関
が
高
い
「
暑
さ
指
数
」

の
値
が
３３
以
上
と
予
測
さ
れ

た
場
合
、
当
日
の
朝
７
時
頃

に
同
ア
プ
リ
か
ら
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
上
に
通
知
が
出
る
仕

組
み
。
気
象
庁
の
府
県
予
報

区
な
ど
を
単
位
と
し
て
注
意

情
報
が
発
表
さ
れ
る
。

積
極
的
に
活
用
し
、
熱
中

症
の
予
防
に
役
立
て
た
い
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
、
岩
手
県
中

西
部
に
位
置
す
る
西
和
賀
町

（
旧
湯
田
町
と
沢
内
村
が
０５

年
に
合
併
し
て
誕
生
）
の
地

域
・
酪
農
の
歴
史
や
、
こ
れ

か
ら
西
和
賀
町
の
酪
農
を
ど

う
持
続
さ
せ
て
い
く
か
を
語

り
合
う
座
談
会
を
３
月
に
開

み
な
み
か
わ

い
た
。
開
拓
酪
農
家
の
南
川

守
氏
（
６４
歳
、
写
真
㊨
）
と

中
野
学
氏（
３０
歳
、
写
真
㊧
）

の
両
氏
が
参
加
し
た
。
同
町

は
戦
後
開
拓
地
で
、
二
人
と

も
初
代
の
開
拓
者
の
農
場
を

守
り
、
現
在
も
元
気
に
営
農

を
続
け
て
い
る
。南

川
氏
の

「
南
川
牧
場
」

は
、
経
産
牛
約

３０
頭
、
育
成
牛

約
２０
頭
を
飼
養

し
て
い
る
。
３０

㌶
の
採
草
地
で

牧
草
も
自
給
。

南
川
牧
場
の
二

代
目
で
、
最
近

は
経
営
の
引
き

継
ぎ
に
備
え
、

長
男
と
共
に
仕

事
を
す
る
機
会

を
増
や
し
て
い
る
と
い
う
。

中
野
氏
の
「
中
野
牧
場
」

は
経
産
牛
約
６０
頭
、
育
成
牛

約
４０
頭
を
飼
養
し
て
い
る
。

牧
草
地
は
約
５０
㌶
と
、
地
域

最
大
規
模
を
誇
る
。
中
野
牧

場
の
三
代
目
で
、
現
在
、
就

農
１０
年
目
に
入
っ
て
い
る
。

冒
頭
、
南
川
氏
か
ら
、
西

和
賀
町
の
歴
史
が
紹
介
さ
れ

た
。
南
川
氏
は
初
代
の
父
か

ら
農
場
を
受
け
継
い
だ
。
先

代
は
牛
１
、
２
頭
か
ら
経
営

を
始
め
た
と
い
う
。当
時
は
、

み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
酪
農

ゆ
い

を
し
て
い
た
「
結
っ
こ
」
の

時
代
だ
っ
た
。
頭
数
も
徐
々

に
増
え
、
最
盛
期
に
は
１０
頭

規
模
の
農
家
が
２０
戸
ほ
ど
あ

っ
た
。
２０
頭
前
後
ま
で
規
模

拡
大
す
る
農
家
が
あ
る
一

方
、
後
継
者
不
足
で
離
農
す

る
農
家
も
出
た
と
い
う
。

中
野
氏
は
初
代
の
祖
父
が

入
植
。
現
在
は
同
町
の
酪
農

家
は
５
戸
の
み
で
、
中
野
氏

を
含
め
て
若
い
後
継
者
が
い

る
農
場
は
半
数
ほ
ど
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

次
に
、
地
域
社
会
と
酪
農

の
現
状
、
今
後
へ
の
課
題
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
南

川
氏
・
中
野
氏
が
揃
っ
て
、

「
今
の
戸
数
で
は
西
和
賀
町

の
酪
農
を
維
持
し
て
い
く
の

は
難
し
い
」
と
懸
念
を
示
し

た
。
そ
し
て
、
共
同
会
社
な

ど
を
作
り
、
後
継
者
や
新
規

参
入
者
に
新
し
く
入
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
提
案

し
て
い
る
。
更
に
、
後
継
者

を
は
じ
め
、
新
し
い
若
い
人

が
入
っ
て
き
や
す
い
体
制
を

整
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
訴

え
た
。

両
氏
は
地
域
の
酪
農
を
守

る
た
め
知
恵
を
絞
り
な
が

ら
、
活
動
を
続
け
て
い
る
。

（
出
典
：
Ｊ
ミ
ル
ク
）

Ｊ
ミ
ル
ク
は
４
月
２３
日
、

「
牛
乳
乳
製
品
に
関
す
る
食

生
活
動
向
調
査
２
０
２
０
二

次
調
査
報
告
」を
公
表
し
た
。

調
査
対
象
は
１５
〜
６０
代
の
男

女
１
千
人
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
で
利
用
が
増
え
た

牛
乳
乳
製
品
は
、
牛
乳
と
の

回
答
が
２
割
を
超
え
て
い

る
。
選
択
基
準
で
は
全
体
的

に
「
価
格
」
な
ど
が
強
ま
っ

た
傾
向
が
み
ら
れ
て
い
る
。

「
コ
ロ
ナ
禍
前
（
以
下
、

同
じ
）
か
ら
利
用
が
増
え
た

牛
乳
乳
製
品
（
複
数
回
答
）
」

は
、
牛
乳
（
直
飲
・
料
理
な

ど
含
む
、
以
下
同
じ
）
が
２０

・
９
％
（
１３
・
４
㌽
増
）
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
が
１８
・
３
％（
０

・
９
㌽
減
）
、
バ
タ
ー
が
１０

・
９
％
（
９
・
０
㌽
増
）
の

順
で
、
牛
乳
で
特
に
大
き
く

伸
び
て
い
る
。

牛
乳
な
ど
６
品
目
に
つ
い

て
の
「
牛
乳
乳
製
品
の
利
用

意
向
変
化
」
は
、
「
強
く
な

っ
た
」
が
「
食
べ
る
ヨ
ー
グ

ル
ト
」
は
１７
・
５
％
（
前
回

調
査
比
２
・
０
㌽
減
）、「
牛

乳
」
１４
・
２
％
（
０
・
３
㌽

増
）
、
「
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」

１３
・
９
％
（
１
・
４
㌽
増
）

の
順
で
高
い
。年
代
別
で
は
、

「
食
べ
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
」「
牛

乳
」
が
と
も
に
２０
・
３
％
、

「
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
１８
・

８
％
な
ど
、
チ
ー
ズ
以
外
の

全
品
目
で
、
男
女
と
も
１５
〜

１９
歳
が
最
も
利
用
意
向
強
化

の
割
合
が
高
か
っ
た
。

「
選
択
基
準
で
強
ま
っ
た

も
の
（
複
数
回
答
）
」
は
、

「
牛
乳
」
は
「
お
い
し
さ
」

が
４１
・
４
％
、
「
価
格
」
が

４０
・
５
％
、
「
安
全
性
」
が

２７
・
２
％
の
順
で
高
い
。「
食

べ
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
は
「
お

い
し
さ
」が
４１
・
０
％
、「
価

格
」
が
３５
・
７
％
、
「
好
み
」

が
２４
・
４
％
の
順
で
高
い
。

牛
乳
は
「
安
全
性
」
、
他

の
乳
製
品
は
全
て
「
好
み
」

が
高
く
、
牛
乳
は
日
常
的
な

食
品
、
他
の
乳
製
品
は
嗜
好

品
と
と
ら
え
る
消
費
者
の
傾

向
が
う
か
が
え
た
。

岩
手
・
開
拓
酪
農
家
２
氏
が
座
談
会
に
出
席

マ
ス
ク
着
脱
こ
ま
め
に
農
作
業
を

地
域
守
る
知
恵
を
語
り
合
い

熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
活
用
し
対
策
徹
底

周
辺
へ
の
飛
散
防
止
徹
底
を

農
薬
危
害
防
止
運
動
が
ス
タ
ー
ト

コ
ロ
ナ
禍
で
牛
乳
利
用
増
２
割

選
択
基
準「
価
格
」な
ど
強
ま
る
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越冬ハクサイの頭部結束作業は、霜
害や凍害から結球部を守るため、人手
で複数枚の外葉を持ち上げて結球部を
包み、わらやポリプロピレン製ひも（以
下、PPひも）などで頭頂部をまとめて
結束する作業。長期間にわたって出荷
するために、産地では昔から広く行わ
れているが、収穫時期と重なる上に、
多くの労力を必要とする。
そこで、農研機構農業機械研究部門
は共同研究機関と共同で、歩行型のハ
クサイ頭部結束機を開発した。
同機は自走式の歩行型結束機で、走
行部、外葉持上部、結束部、制御部、
電源部（発電機搭載）で構成されている
（写真㊧）。慣行のハクサイ頭部結束

作業には、①一株ごとにひもで結束す
る「個別結束」、②１本のひもを連続し
てハクサイの頭頂部に巻き付ける「連
続結束」の２つの方法があり、同機は
②の連続結束方式を採用している。
１畝１条栽培のハクサイを対象に、
１本のPPひもで頭頂部を連続して結
束していく。運転者一人で、腰や膝を
曲げずに楽に作業が行える。走行部は
前輪駆動方式で、左右一対、合計２個
の電動モータで動く。左右のスイッチ
で操作を行う。
外葉の持ち上げ部分は、左右一対の
アーム等で構成された部分からなり、
地際からハクサイ形状に沿って上昇す
ることで、外葉を持ち上げることがで

きる仕組みとなっている。結束部は、
外葉持ち上げ部が外葉を持ち上げた状
態で、PPひもを頭頂部の周囲に回し
ながら締めることで結束が完了する。
外葉持上部と結束部は、進行方向に
対して機体中央から左右に各々１００
mm程度自由に動く構造。これにより、
ハクサイの植え付け位置のバラツキに
対しても外葉持ち上げ部及び結束部と
ハクサイの中心位置が自動的に一致す
るため、個体ごとの位置決めが容易に
なり、運転操作を楽に行うことができ
る。
運転者は畝に沿って本機を操舵し、

結束部がハクサイの真上まで進んだと
ころで停止させる。結束の高さを調整
後、結束ボタンを押すと外葉持ち上げ
部と結束部が連動して結束動作を行
い、結束が終わったら次のハクサイの
位置まで進む。この動作を繰り返すこ
とで連続結束が可能となる（写真㊨）。
愛知県豊橋市で行った現地試験では
結束成功率は１００％、作業能率は約４２０
個/１時間だった。人力作業と同等以上
の成果が確認された。
今後、更なる高性能化に向けた改良
を行い、今秋に市販化を予定している。

農水省は５月２０日、「２０年産リンゴ
・ミカンの結果樹面積、収穫量及び出
荷量」を公表した。リンゴ・ミカンと
もに、収穫量・出荷量はいずれも減少
から転じて増加となった。

リンゴの収穫量は、前年産に比べて
６万１７００ｔ（９％）増の７６万３３００ｔだっ
た。大きく減少した前年から、１８年産
と同程度まで回復した。出荷量は５万
７７００ｔ（９％）増え、６９万５００t となっ
た。
１０ａ当たり収量は前年産に比べ１８０
kg（９％）上回り、２１３０㎏だった。主
産地の青森県で、おおむね天候に恵ま
れ、果実の肥大が良好だったこと、長
野県で、台風被害で作柄の悪かった前
年産に比べて生育が良好だったことな
どによる。結果樹面積は２００ha（１％）
減少し、３万５８００ha となった。
ミカンの収穫量は、前回の表年（１８
年）と比べて７９００ｔ（１％）減少し、

７６万５８００ｔ。出荷量は、１２００ｔ（０．２％）
減の６９万 tで、１８年並みだった。
１０ａ当たり収量は１８年産に比べると

８０kg（４％）上回り２０３０kgだった。結
果樹面積は前年産に比べ９００ha（２％）
減、１８年産に比べると１８００ha（５％）
減の３万７８００ha だった。高齢化による
労力不足に伴う廃園などによる。

農水省は５月１４日、農作業安全検討
会での検討結果をとりまとめた「農作
業安全対策の強化に向けて（中間とり
まとめ）」を発表した。乗用型トラク
ターの安全対策の強化等を提言してい
る。
農業では毎年３００件前後の死亡事故

が発生。就業人口１０万人当たりの死者
数も増加傾向にあり、他産業との差は
拡大している。同省は、安全対策の強
化を図るため、今年２月に農業者・農
業団体や有識者等から成る同検討会を
設置し、検討を重ねてきた。同省は今
後、中間とりまとめに沿った取り組み
を進める。
【農作業環境の安全対策の強化】
①農業機械の安全対策の強化
・乗用型トラクターなどの農業機械
による作業中の事故が多い。海外や他
分野の現状等を踏まえ、逐次、安全装

置の装備化等を進め、安全性能を強化
することが必要。まずは、乗用型トラ
クターのシートベルト非着用時の警告
装置や、シートスイッチ（離席時に作
業機への動力伝達を遮断する装置）の
装備化などの検討を開始する。
・既に法令で規制されている取り組
みの徹底に向けた指導の強化等が必
要。（例）フォークリフトの定期自主
検査、トラクターの灯火器類の設置。
②農地、農道、農業施設等の安全対
策の強化
・農地や農道の安全性が確保された
ものとなるよう、ほ場整備等の農業生
産基盤整備を行う際の安全配慮の徹底
を図る。
・農業施設等の安全対策について、
先進的に取り組まれている現場の事例
を収集し、関係者への積極的な情報提
供を行う。

【農業者の安全意識の向上】
①研修体制の強化
・農業経営は家族経営体が多く、労
務管理が困難。農業者が農作業事故を
人ごとと思わず、「自分ごと」として
捉えることが必要。事故が経営に及ぼ
す影響を、具体的な事例を通じて実感
できるような研修が有効となる。
・研修の受講を補助金等の受給要件
とする手法を積極的に活用していく。

②現場の取り組みの活性化
実際に農作業事故を減少させていく
ためには、ＧＡＰ（農業生産工程管理）
の取り組みなど、農業者が具体的な対
策を講じていく必要がある。現場での
動きを活性化するためには、農業関係
者が農業者の機運の醸成等を図ること
が重要。このため、都道府県、地域の
各段階における農作業安全推進協議会
等の設置を促進する。

リンゴ黒星病は、４～６月頃までの
時期の防除が重要となる。病原菌の発
生適温は１５～２０℃で、潜伏期間は７～
１５日程度のため、晩春から夏にかけて

のほか、秋口にも流行する。
対策には発病葉を取り除くことが重
要。摘み取って袋などに入れてほ場外
に持ち出し、焼却するかすき込み、適
切に処分する。発病葉や果樹が無いか、
定期的に見回り、よく観察する。
薬剤の散布は雨が降る前を心がけ、
樹全体に薬液がかかるようにする。同
病が毎年発生している地域では、散布
間隔が１０日以上空かないよう、散布回
数を増やして対応する。秋の感染を防
ぐため、１０月上旬頃まで防除を行う。
基幹防除剤のＤＭＩ剤が効かない耐
性菌も発見されている。新たな耐性菌
出現を防ぐため、薬剤はローテーショ
ン散布を行うことが重要となる。

農水省は５月１８日、青果物卸売市場
調査結果（２０年年間計及び月別）を発
表した。調査対象は、全国７２市場の１１２
卸売会社。野菜の年間計の卸売数量は
前年に比べ減少し、卸売価額（取扱金
額、税込み）は増加した。
野菜の卸売数量は９４０万 tで、前年に
比べ３％減少。ダイコン、キャベツ、
トマトなどの入荷量が減少したことに
よる。卸売価額は２兆４２１億円で３％増

加。バレイショ、ニンジン、ハクサイ
などの卸売価格（１㎏当たりの平均単
価）が上昇したことによる。一方、卸
売数量が増えたのはタマネギ（４％増）
で、卸売価額は１４％減だった。
新型コロナウイルス禍で外食が減少
する一方、家庭内調理の需要により、
野菜の購入量が増加している。総務省
統計局「家計調査年報」によると、生
鮮野菜の全国１世帯当たり（２人以上
の世帯）の２０年年間購入数量は前年比
６．６％増の１７５．４kg、支出金額は１０．３％
増の７万５千円となっている。

（農研機構の資料から）

越冬ハクサイの頭部結束機開発
腰曲げたつらい作業解消に

２０年産収穫量
リンゴ前年産比９％増

ミカンは１％減

落ち葉除去・ローテーション散布を

リンゴ黒星病の対策

農作業安全
検 討 会農業機械の安全対策強化を
シートベルト非着用時の警告装置な

ど

野
菜数量３％減、価額３％増
２０年 青果物卸売市場
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乳用初産牛の分娩では人間が介助を
行うことがあるが、自然分娩との介助
後の成績の差を示した研究は少ない。
青森県上北郡野辺地町の（地独）青
森県産業技術センター畜産研究所・酪
農飼料環境部は、助産が生産性に及ぼ
す影響を調べた。
～方法～
試験期間は、１６年４月～１９年３月ま
でとした。
試験には研究所内で飼養している乳
用初産牛を用いた。二次破水直後にけ
ん引介助を行った「助産区」が１１頭、
人が手を加えず分娩した「自然分娩区」
が９頭だった。
調査項目は、後産排出時間、子宮内
膜炎発症率（子宮内膜細胞診）、外子
宮口の観察、血液生化学｛エネルギー
代謝に関連する遊離脂肪酸（以下、
NEFA）、肝機能に関連する総コレス
テロール（以下、T-Cho）とGOT｝、

ボディーコンディションスコア（以下、
BCS）、初回排卵日数、受胎率、乳量
とした。
～結果～
各調査項目で、計画どおりにサンプ
リングや観察ができなかった牛は、調
査対象から除外した。
後産排出までの時間は助産区（７頭）
が２８５．３±１０２．８分、自然分娩区（５頭）
は２４０．６±３０．６分だった。助産区で排出
されるまでの時間が大きくばらつき、
遅くなる傾向がみられた。また、後産
停滞とみられる牛も１頭みられた。
炎症判定陽性率では、助産区（８頭）
が分娩後４０日でも３７．５％と高かったの
に対し、自然分娩区（８頭）では分娩
３０日目で陽性判定率が７５％まで上昇し
たものの、その後４０日目で２５％まで低
下した。分娩による損傷と考えられる
外子宮口のヒダの発赤と腫脹は、助産
区（７頭）で分娩４０日後でも４２．９％と

高確率で観察された。自然分娩区（３
頭）では０％だった。
血中 T-Cho と NEFA はともに両

試験区で有意な差は観察されなかっ
た。血中GOTは、分娩後２０日目で自然
分娩区（９頭）は８６．３、助産区（１０頭）
は１２３．７と自然分娩区よりも高い傾向
が観察された。BCSは、助産区（１１頭）
で大きく低下した（図）。
分娩後の初回排卵では、助産区（８
頭）は低く推移し、４０日目でも６２．５％
にとどまったのに対し、自然分娩区（７
頭）は順調で、４０日目では全頭で排卵
が確認された。平均排卵日数は、自然
分娩区で２３．６日と、助産区よりも１２．１
日有意に短かった。
乳量には差はみられなかった。３回
目までの人工授精で助産区（９頭）は
４４．４％の受胎にとどまったのに対し、

自然分娩区（９頭）では７７．８％が受胎
した。
以上のことから、二次破水直後にけ
ん引介助を行った場合、分娩時の傷の
治りが遅れ、エサが十分に食い込めず
肝臓へ負荷がかかっている可能性が示
された。また、初回排卵までの日数が
延長し、３回目までの受胎率が低下す
る可能性が示された。無理な助産を行
わないことで、乳用初産牛の廃用原因
の一つである繁殖障害（不妊）を予防
でき、平均寿命の延長が期待できる。
同研究所は留意点として、分娩時の
状況は時と場合によるため、けん引介
助を行うべきか判断が難しい時には、
かかりつけの獣医師に相談することが
必要であることをあげている。

乳牛の供用年数延長は酪農経営にと
って重要な目標となっている。廃用の
原因となる周産期病の発生防止には、
乾乳期間における飼養管理の工夫が重
要となる。また、現状の飼養管理は分
娩後の泌乳ピークを最大化する方向だ
が、泌乳初期の乳量（養分要求量）に
飼料摂取量が追い付かない状態（以下、
負のエネルギーバランス）が必然的に
発生する。
乾乳期間短縮は負のエネルギーバラ
ンスを改善するための方法として検討
が進められているが、生産性の効果は
牛の個体差の影響を受ける。そこで長
崎県農林技術開発センター畜産研究部
門は、個体差があっても効果が減少し
にくい飼養管理法について検討した。
～方法～
試験期間は１６年４月～２０年３月。
乾乳日数と粗たんぱく質（CP）充足
率の基準を設定し、「６０日CP１３０％区」
「４０日CP１３０％区」「４０日CP１１０％区」
の３区とした。２～４産次の乳用雌経
産牛７頭を各区３頭ずつ供試した（う
ち２頭は異なる区に２回供試）。各区
とも乾乳前期の CP 充足率は１１０％に
なるように設定し、移行期１３０％の２区
はともに分娩前増し飼いを想定、１１０％
区は想定しない給与水準とした。なお、
乾乳前期は乾乳開始日～分娩予定２１日

前、移行期は分娩予定２１日前から分娩
日までの期間と設定した。
乳用牛飼養標準ソフトを使用し、供
試牛の体重に応じて乾乳期間の栄養要
求量を算出。試験区ごとに市販の乾草
（オーツ乾草、クレイングラス）、大
豆かすなどを中心に、TMR（TDN
７０％、CP１４％程度）を加えて給与した。
～結果～
乾乳期間の乳量などの実績は、表の
とおり。４０日CP１１０％区は、摂取量・
充足率の改善から、負のエネルギーバ
ランスが最も軽減され、６０日間乳量の
ばらつきも少なかった。また、図のと
おり、分娩直後の体重を１００％とした体

重変化が、２０％以上下回る牛は
０頭であり、繁殖成績において
も、３区間で最も改善傾向がみ
られた。
６０日CP１３０％は、ケトーシス
３頭、乳房炎２頭、低カルシウ
ム血症１頭の発生があった（病
気の併発あり、以下同じ）。繁殖
成績は、牛Ａは２６５日後受胎、牛
Ｂは廃用、牛Ｃは１９１日後受胎。分娩直
後の体重を１００％とした体重変化は、
２０％以上下回る牛が２頭だった。
４０日CP１３０％区では、ケトーシス１
頭、乳房炎が１頭の発症があった。繁
殖成績は、牛Ｄは４４７日後受胎、牛Ｅは
３１４日後受胎、牛Ｆは１１５日後受胎とな
った。体重は、２０％以上下回る牛が１
頭だった。
以上から、乾乳４０日CP１１０％充足が
最も個体差が少ない飼養管理法と示さ

れた。同センターは留意点に、過肥・
痩せすぎの牛への適用は体重調整期間
が短くなることなどを挙げている。

牛枝肉では、近赤外光などを用い
た評価装置で脂肪酸組成を判定でき
る装置があるが、豚肉では温枝肉・
冷却枝肉がともに存在するため、既
存の機械では対応ができなかった。
そこで（独）家畜改良センタ
ーは（公社）日本食肉格付協会
と共同で、食肉市場の枝肉ライ
ンで豚枝肉の脂肪酸組成を迅速
に測定できるソフトを開発した。ま
た、脂肪酸組成が食味に影響も及ぼ
すことを公表した。
食肉市場で牛枝肉用に普及してい
る携帯型近赤外光ファイバ装置に同

ソフトを適用することで、温枝肉・冷
却枝肉の両方を、皮下脂肪、腹部脂肪
のどの部位でも豚肉をミンチにするこ
となく、脂肪酸組成の測定が可能とな
った。

また、官能評価の試験結果から、豚肉
脂肪でリノール酸などの多価不飽和脂
肪酸（※）が多いと好ましくない臭い
が増えやすいことが分かった。オレイ
ン酸などの一価不飽和脂肪酸（※※）

が多いとよい香りが増え、豚肉の食味
に影響を及ぼすことが認められた。
今後、市場で測定された脂肪酸組成
データを生産者にフィードバックする
ことにより、飼養技術の改善等が図ら
れ、食味に関係する脂肪酸組成の
向上が可能となる。
（※）食物から摂取する必要があ
る必須脂肪酸の一種。酸化しやす

いため軟脂や酸化臭の原因になる。
（※※）体内で作ることができる脂肪
酸。酸化されにくく、加熱料理に向く
油と同成分。風味をよくするという研
究報告も多い。

表 乾乳期間実績、乳量、飼料摂取量の比較
試験区

６０日CP１３０％区 ４０日CP１３０％区 ４０日CP１１０％区

供試頭数（頭） ３ ３ ３

乾乳期間（実績） ５９．３±４．６ ３９．７±６．４ ４０．３±５．７

６０日間乳量（㎏／日） ３２．３±３．１ ３１．１±８．２ ３３．８±２．４

DM摂取量（㎏／日） １６．７±２．５a １９．７±５．５b ２０．９±１．６b

DM充足率（％） ７１．８±１２．３a ９７．７±２１．３b ９１．３±１５．３b

TDN摂取量（㎏／日） １１．８±２．８a １３．９±４．７b １４．０±０．４b

TDN充足率（％） ６８．９±１９．５a ９４．２±１８．４b ８６．１±３．１b

※分娩後６０日間の平均値±標準偏差
※横の異なるアルファペット間には、５％水準で有意な区間差あリ（Tukey 多重検定）

自然分娩直後の子牛を元気になめる母牛

無理な助産避け自然分娩を
乳用初産牛、次回受胎率に大差

図・写真ともに青森県産業技術センタ
ー畜産研究所・酪農飼料環境部の提供

乾乳４０日に短縮し体重減少を抑制
CP１１０％充足で繁殖成績改善も

豚肉の脂肪酸組成を素早く測定
食肉市場で評価可能に
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気象庁の３ヵ月予報によると、今年
も全国的に平年並みか高い気温が予測
されている。また、今年も梅雨が早く
から始まっているため、暑さだけでな
く、湿気の対策も重要となる。
◆牛への対策
肥育牛の適温域は１０～１５℃とされて
いる。３０℃を超えると増体の低下など、
生産性が著しく低下する。暑熱環境下
ではビタミンＡの消費量が増える。特
に肥育牛は欠乏症に注意が必要。その
ほか、排尿を観察し、尿石症を早期に
発見できるようにする。汗や尿でミネ
ラルが体から出るため、必要に応じて
ミネラル・塩・重曹などを補給する。
暑さで食欲が低下するため、複数回
に分けて飼料を給与するなど良質な粗
飼料をよく食い込ませるようにし、日
中よりも朝夕の涼しい時間帯に行うよ
う調整する。夏場は水や飼料が変敗し
やすい。だ液などが付いたエサはこま
めに除去し、水槽やウォーターカップ
を掃除していつでも新鮮な水が飲める
ようにする。
◆畜舎の環境の対策
ストレスにより肉色が濃くなる、増体
が低下するなどの悪影響も心配され
る。同じ気温でも、風速２ｍの風があ
ると体感温度は約８℃下がる。

また、湿度を下げることも体感温度
を下げることにつながる。換気扇や扇
風機を使い、畜舎内の風通しを良くす
る。換気扇・カバーのホコリは掃除し
ておき、牛の体感温度が高くならない
よう注意する。細霧装置は湿度５０％を
超えると体感温度が変わるため、注意
する。気温の下がる夜にもしっかり換
気し、牛の体温を下げる。
よしずやひさしの利用、樹木やつる
性植物による緑のカーテンの設置で、
遮光に努める。屋根への散水、石灰乳
などの塗布により、畜舎の温度を下げ
る。牛舎周囲の草刈りをし、不要な物
を撤去して風通しを良くする。屋根・
壁・床への断熱材の設置も効果的。
◆熱射病に注意
肺炎、腸炎などの基礎疾患がある牛
は、重篤な熱射病になりやすい。①飼
料の食い込み量低下（残飼の増加）②
目の充血③ひどいよだれ④呼吸が荒い
などの症状がみられた場合には、すぐ
に対処する。四肢から胸へと徐々に水
をかける、送風で牛体を冷やす、かか
りつけの獣医師の診察を受けるなどの
対策を講じる。
１つの対策のみでは効果が薄いた

め、総合的に対策に取り組み、生産性
の低下を防ぐことが重要となる。

農水省が５月に公表した「畜産経営
に起因する苦情発生状況」によると、
２０年の苦情発生戸数は１３８６戸で、前年
に比べ１０５戸（７．０％）減少したものの、
苦情発生率（苦情発生戸数÷飼養戸数）
は前年と同じ２．０％だった。近年、発生
率は概ね横ばいで推移している。家畜
排せつ物のより適切な管理が求められ
る。
畜種別の発生戸数と全体に占める割

合をみると（表）、乳用牛が３７７戸で
２７．２％（前年比１．１㌽増）と最も多く、
次いで豚が３３８戸で２４．４％（１．６㌽減）、
肉用牛が３３３戸で２４．０％（０．５㌽増）と、
前年と同じ順だった。
苦情内容別では、悪臭関連５２．２％（前
年比同率）、水質汚濁関連２０．８％（０．２
㌽増）、害虫関連１０．４％（２．８㌽減）、
その他（ふん尿の流出、騒音など）
１６．６％（２．７㌽増）となっている。依然

として、悪臭関連と水質汚濁関連が多
くを占めている。

また、畜種別の発生率をみると、採
卵鶏が９．３％（１．０㌽減）で最も高く、
豚７．８％（１．２㌽減）、ブロイラー３．５％
（０．１㌽減）と続いている。飼養規模別
では、ブロイラーを除く各畜種におい
て、規模が大きくなるほど発生率が高
まる傾向がみられた。
今回から、新規の苦情発生戸数を調
査した。全体の発生戸数から新規の発
生戸数を除いた「同一経営体に対する
繰り返しの発生戸数」の割合は、採卵
鶏が７２．１％と最も高く、豚６９．８％、ブロ
イラー６５．８％と続いている。全体の
４１．８％が新規だったが、５８．２％は繰り
返しの苦情だった。

肉用牛肥育経営安定交付金制度（牛
マルキン）の生産者負担金の納付が６
月から再開される。
農畜産業振興機構は５月１４日、２１年
度生産者負担金単価を発表。肉専用種
は全都道府県で１頭当たり５０００円、交
雑種は１万３０００円、乳用種は１万１０００
円で、それぞれ２０年度より大幅に下が
った。

同交付金制度の負担割合は、国３対
生産者１。交付金のうち、４分の１相
当額は生産者負担金による積立金から
支出される。新型コロナウイルス対策
として、生産者負担金の納付は２０年４
月から猶予されてきた。農水省は、２１
年１月以降、食肉中央卸売市場（全国
１０市場）の和牛去勢枝肉の月平均単価
（全規格平均）が３ヵ月連続で２３００円
を超えた場合、その３ヵ月後に３品種
とも納付を再開するとしていた。１月
は２５７４円、２月は２５５２円、３月は２６６８円

と条件を満たしたため、納付が再開
される。
４月分、乳用種で連続発動
同機構は６月９日、２１年４月販売
分の交付金単価（概算払）を公表し
た。乳用種のみ交付が行われる。５８
ヵ月連続の発動で、交付金単価は３
万３１５７．４円。３月販売分の交付金単
価（確定値５万４９２２．５円）と比較す
ると、販売価格が増加し、生産費は
素畜費の低下により減少したため、
減額となった。

気候条件の様々な変化は家畜の生産
性に大きな影響を与える。近年では高
温により家畜が命を落とすことや生産
性の低下が深刻な問題となっており、
畜産経営に重大な打撃を与えている。
しかし、現状の暑熱等の対策は、多
くの場合、経営者の長年の勘や体感に
頼らざるを得ない状況が続いており、
結果的に生産性の低下を招く一因とな
っている。
そこで北里大学獣医学部動物資源科
学科は、気象変化を高精度で予測し、
暑熱・寒冷ストレスのリスクを表示す
るシステム「ちくさん天気」を民間会
社と共同で開発した。
同大学はこれまでの研究において、
温度と湿度から算出される温湿度指数
（ＴＨＩ）が、温度や湿度単独よりも、
家畜に対する暑熱・寒冷ストレスをよ
り正確に評価できることを明らかにし
ている。
家畜に対する熱環境の影響は、畜種
や発育ステージ、生産物（肉・乳）で
異なるため、生産現場で家畜を管理す
るための熱環境に関する情報が望まれ
ていた。
同アプリは、事前に家畜（肉用牛、
子牛、乳用牛など）に対する暑熱等ス
トレスのリスクを把握するためのＴＨ
Ｉと、各家畜に対する熱ストレスの度

合いを予報にして生産者に提供するシ
ステムとなっている。
家畜の種別と地点を選択すると、ア
プリ使用者の専用のページが表示さ
れ、過去２４時間と現時点から２４時間先
までのＴＨＩ（実績値・予測値）と、
ＴＨＩの週間予報が確認できる。
設定した家畜の種別に合わせて、Ｔ
ＨＩに応じたストレス度合いを色別で
表示し、対策が必要な日や時間がひと
目で分かる仕様となっている。
暑熱等のストレスによる影響を軽減
する対策に活かせるほか、同アプリで
は、飼料作物栽培の作業管理に役立つ
「雨雲レーダー」や「雨雲アラーム」、
５分ごとの天気予報などの機能も利用
できる。
トライアル使用が既に今年４月から
開始されている。詳細は同学科に問い
合わせを。

畜産経営に起因する苦情の畜種別・内容別発生戸数（２０２０年）（単位 : 戸、％）
区 分 悪 臭 関 連 水質汚濁関連 害 虫 関 連 そ の 他 合 計

乳 用 牛 ２１１（２５．１） ８６（２５．７） ３７（２２．０） ９９（３７．１） ３７７（２７．２）

肉 用 牛 １７５（２０．８） ８６（２５．７） ３４（２０．２） ７９（２９．６） ３３３（２４．０）

豚 ２４９（２９．６） １１９（３５．５） １８（１０．７） ２１（７．９） ３３８（２４．４）

採 卵 鶏 １２３（１４．６） ３０（９．０） ７２（４２．９） ２３（８．６） １９７（１４．２）

ブロイラー ６５（７．７） ８（２．４） ４（２．４） ７（２．６） ７９（５．７）

馬 ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ １（０．４） １（０．１）

そ の 他 １９（２．３） ６（１．８） ３（１．７） ３７（１３．９） ６１（４．５）

合 計 ８４２（１００．０） ３３５（１００．０） １６８（１００．０） ２６７（１００．０） １，３８６（１００．０）

構成（%） ５２．２ ２０．８ １０．４ １６．６ １００．０
注１：「悪臭関連」には、悪臭単独の苦情に加え、悪臭以外の苦情（水質汚濁、害虫発生等）を併発しているものも含む（その

他の分類も同様）。
このため、各分類の戸数を合計した戸数と、「合計」欄の戸数は一致しない。

注２：「その他」に分類される苦情の内容は、ふん尿の流出、騒音等である。

家畜のヒートストレスを予測換気扇などで風通し良く換気扇などで風通し良く
天気アプリで暑熱対策暑さと湿気の対策を

北里大学獣医学部の資料から抜粋

悪臭・水質汚濁が依然多く
２０年 苦情発生戸数７％減、発生率は横ばい

牛マルキン負担金納付再開
２１年度単価は３品種とも下げ
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

全品種で出荷予
測頭数減も、需
要減で弱含みか

５月の牛枝肉相場は、連休明けは堅
調だったが、中旬から軟調となった。
特に和牛の下げ幅が大きかった。新型
コロナウイルス感染拡大が続き、外食
産業の縮小が相場に大きく影響した。
梅雨入りで、さらに消費が減退するこ
とが懸念される。
【乳去勢】５月の東京市場の乳牛去
勢Ｂ２税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は１０８０円（前年同月比１１０％）
となり、６２円上げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、６月の乳用種の全国出荷頭数は２
万６４００頭（９９％）と、引き続き前年同
月を下回ると見込んでいる。
【F１去勢】５月の東京市場の交雑種

（F１）去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ３
が１６８６円（前年同月比１３４％）、Ｂ２は
１５４９円（１３７％）となった。前月に比べ
それぞれ１８円、２８円下げた。
同機構は、６月の交雑種の全国出荷
頭数を１万７８００頭（９６％）と減少に転
じると予測している。
【和去勢】５月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２４０５
円（前年同月比１３２％）､Ａ３は２２２５円
（１３８％）となった。前月に比べそれぞ
れ２２７円、２５６円下げた。
同機構は、６月の和牛の全国出荷頭
数を３万８２００頭（９６％）と引き続き前
年同月を下回ると予測。牛全体では８

万３９００頭（９７％）と見込んでいる。
６月の輸入量は総量で４万７１００ｔ

（９３％）と引き続き減少を予測。内訳
は冷蔵品２万１１００ｔ（１０３％）、冷凍品
２万６０００ｔ（８６％）。冷蔵品は、前年

の輸入量が北米現地工場の
稼働停止の影響等により少
なかったことから、前年同
月をやや上回ると予測。冷
凍品は、北米からの入船遅
れの影響に加え、豪州・米
国における現地価格の高騰
等により、前年同月を大き
く下回ると予測している。
梅雨入りで、外食需要の
低迷が続くとみられる。内
食需要が中心となるが、時
期的に消費が鈍ることが予
想される。全品種で出荷頭
数の減少が予測されている

が、相場は弱含みで推移する見通し。
新型コロナウイルス感染拡大が長引
き、消費者の低価格指向が強まってい
る。和牛は引き続き軟調か。一方、輸
入牛肉の品薄傾向から、乳牛去勢は引
き続き堅調か。交雑種は量販店向けの
引き合いが保たれ、もちあいの展開が
予想される。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が１０００～
１０５０円、F１去勢Ｂ３が１５５０～１６５０円、Ｂ
２は１４００～１５００円、和牛去勢Ａ４が
２３５０～２４５０円、Ａ３は２１５０～２２５０円で
の相場展開か。

出荷予測頭数が
前年を下回り、
堅調な展開か

５月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が５０６円（前年同月比
８０％）、中物は４７９円（８０％）だった。
前月に比べそれぞれ１３円、１８円上げた。
内食需要が引き続き堅調で、下旬には
強含みの展開となった。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、６月は１２７万６千頭（前年同月比
９６％、平年比９９％）、７月は１２８万５千
頭（９５％、９９％）と前年・平年を下回
って推移すると見込んでいる。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、６月の輸入量は総量で７万７００ｔ
（前年同月比８９％）の見込み。内訳は
冷蔵品３万１１００ｔ（９７％）、冷凍品３
万９６００ｔ（８３％）。冷蔵品は、アジア

諸国を中心とした買い付けによる現地
価格の高騰等により、前年同月をわず
かに下回ると予測。冷凍品は、冷蔵品
と同様の影響に加え、新型コロナウイ
ルス感染拡大の影響による外食需要の
減少等から、前年同月を大幅に下回る
と見込んでいる。
新型コロナウイルス感染拡大の影響
により、家庭内消費が中心となる。例
年、梅雨入りで消費が鈍る。一方、出
荷頭数が減少傾向となっている。気温
の上昇とともに、肉豚の増体への影響
も懸念される。輸入量は、現地価格の
高騰等により、前年を下回って推移し
ている。このようなことから、相場は
維持され、堅調な展開が予想される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５２０～５５０円、
中物は４６０～４９０円での相場展開か。

乳素牛・ｽﾓｰﾙも
ちあい、和子牛
は弱もちあいか

【乳素牛】５月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２４万５１６６円（前年同月比１０３％）、F１去
勢は４０万９０４１円（１０１％）となった。前
月に比べそれぞれ２１０４円、１万１０９４円
下げた。乳去勢の価格は安定的に推移
している。
両品種の枝肉相場がおおむね堅調に
推移していることから、素牛相場はも
ちあいの展開か。
【スモール】５月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、暫定値）は、乳雄が１２万

８１９２円（前年同月比９９％）、F１（雄雌含
む）は１９万５９４４円（９２％）となった。前
月に比べそれぞれ７４７５円、９２５７円上げ
た。
両品種の素牛価格がほぼ横ばいで推
移していることから、スモールの引き
合いが強い状況は続くか。
【和子牛】５月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格は、８１万
３９２１円（前年同月比１２６％）となった。
前月に比べ４万６０円下げた。新型コロ
ナウイルス禍で軟調となった枝肉相場
に連動し、全国的に大幅な下げの展開
となった。
これからの導入牛は、肥育出荷時期
が来年末の牛肉需要期から外れるた
め、弱もちあいの展開が予想される。

農畜産業振興機構の牛肉需給表
（５月１０日発表）によると、２０年度
（２０年４月～２１年３月）の牛肉生産
量は２年ぶりに前年度を上回った。
輸入品を含めた推定出回り量（消費
量に相当）は、新型コロナウイルス
感染拡大の影響による外食需要の減
退を受け、５年ぶりに前年度を下回
った。
牛肉生産量は、前年度比１．８％増の

３３万５５５９t（部分肉ベース、以下同じ）
だった。品種別にみると、乳用種は
１．６％減の８万７５７２t（うち去勢は
３．４％減の５万３８４ｔ）、交雑種は
２．４％減の８万２１６０ｔ、和牛は５．７％
増の１６万５６６ｔ。乳用種去勢は酪農家
での性選別精液の活用により、生産
量の減少が続いており、交雑種も２
年連続で減少した。和牛は、繁殖雌
牛の飼養頭数が１６年から増加傾向で
推移しており、生産量は４年連続で

増加した。
輸出量は前年度比３４．５％増の５５６５ｔ
と、新型コロナウイルス禍でも好調を
維持した。輸入量は５．０％減の５９万９９２
ｔと、５年ぶりにマイナスに転じた。
国別の輸入量をみると、豪州産は干ば
つの影響等による生産量の減少から、
１２．０％減の２５万５９０８ｔと前年度を大き
く下回った。米国産は豪州産からの代
替需要もあり、３．０％増の２５万２７０５ｔと
なった。両国で全体の８６．１％を占めて
いる。
近年、牛肉の消費量は外食を中心に
拡大してきた。２０年度の推定出回り量
は０．７％減の９３万３５３ｔと、わずかなが
ら前年度を下回った。内訳は、国産品
が１．４％増の３２万８１６４ｔ、外食仕向け割
合が高い輸入品は１．８％減の６０万２１８９
ｔ。全体に占める割合は、国産品が
３５．３％、輸入品は６４．７％となり、国産品
が前年度より０．８㌽上昇した。

５月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ９４８ ７９１ ３１３ ２９９ ２４６，５０１ ２４７，９０６ ７８８ ８２９
Ｆ１去 ２，６４１ ２，１３８ ３４０ ３３５ ３９６，５４６ ４０６，３３７ １，１６６ １，２１３
和去 ２，５７１ ２，１７２ ３３２ ３３１ ８３３，５４３ ８８５，６８３ ２，５１１ ２，６７６

東 北
乳去 １ ４ ２４０ ２６０ １９０，３００ １９５，５２５ ７９３ ７５２
Ｆ１去 １ ５ ２８３ ２９５ ３１２，４００ ２４９，０４０ １，１０４ ８４５
和去 ２，６８０ ２，７９７ ３２５ ３２４ ７７５，３３２ ８１０，７７８ ２，３８５ ２，５００

関 東
乳去 ３３ ２４ ２８９ ３０４ ２４３，７６７ ２９１，９１３ ８４４ ９６１
Ｆ１去 １４８ ７１ ３５９ ３５７ ４２４，８９９ ４５０，５０４ １，１８２ １，２６２
和去 ８００ ９２４ ３２８ ３１２ ７９０，６８４ ８５５，５３７ ２，４１１ ２，７４４

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － １ － ２６８ － ２８９，３００ － １，０７９
和去 － １３５ － ２８２ － ８２７，９０１ － ２，９３２

東 海
乳去 １０ １２ ２９３ ２９３ ２５５，２００ ２５６，３００ ８７１ ８７５
Ｆ１去 ８２ ６０ ３２８ ３２７ ４１５，７２０ ４３０，１００ １，２６７ １，３１５
和去 ３７５ ２３０ ２８１ ２７３ ８７４，０５７ ９１４，６３１ ３，１１１ ３，３４６

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 ４２８ ３６８ ２５８ ２６５ ６６３，５００ ７２６，４０４ ２，５７２ ２，７３７

中 四 国
乳去 ５３ ８８ ２６９ ２８３ ２４１，０６６ ２３７，４１２ ８９８ ８３８
Ｆ１去 ３３１ ３３２ ３３３ ３２５ ４５１，６６１ ４４２，９９８ １，３５７ １，３６４
和去 ４７８ １，１０１ ３０９ ３００ ８０３，５２３ ８３４，０９５ ２，５９７ ２，７８０

九州・沖縄
乳去 ２９ ３７ ３２０ ３１７ ２０９，０３８ ２３０，８２２ ６５４ ７２７
Ｆ１去 ３３３ ４５２ ３３２ ３１９ ４５７，３７２ ４６４，５３３ １，３７８ １，４５５
和去 １０，８６６ ８，００１ ３０３ ３０１ ８２４，８１４ ８６７，５９８ ２，７２４ ２，８８７

全 国
乳去 １，０７４ ９５６ ３１０ ２９８ ２４５，１６６ ２４７，２７０ ７９１ ８３０
Ｆ１去 ３，５３６ ３，０５９ ３３９ ３３２ ４０９，０４１ ４２０，１３５ １，２０７ １，２６５
和去 １８，１９８ １５，７２８ ３１０ ３０８ ８１３，９２１ ８５３，９８１ ２，６２６ ２，７７３

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

牛肉生産量増加、輸入量は減少
２０年度 国産品の出回り量１．４％増
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